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さむかわ議会だより　180号さむかわ議会だより　180号 23

　平成28年第1回定例会9月会議は、8月30日から9月27日までの29日間にわたり開催されました。
　また、平成27年度一般会計決算及び各特別会計決算は、6名の委員で構成する決算特別委員会を
設置し、9月15日から23日までの5日間で審査しました。その結果、全ての決算を原案のとおり認定
しました。

第1回定例会9月会議

決 算 概 要

町民1人あたりの決算額（一般会計歳出額） 296,912円

平成27年度

■民生費 （103,952円） …… 社会・児童福祉、医療など
■総務費 （41,434円） …… 行政運営など
■土木費 （37,514円） …… 道路、公園の整備など
■教育費 （31,598円） …… 学校施設整備、教育など
■衛生費 （29,806円） …… 保健衛生、ごみ処理など
■公債費 （27,998円） …… 町債など

■消防費 （13,453円） …… 消防・火災予防など
■議会費 （4,376円） …… 議会運営など
■商工費 （3,010円） …… 商工業、観光振興など
■農林水産業費 （2,349円） …… 農業振興、農地整備など
■労働費 （1,423円） …… 勤労者支援など

平成27年度　各会計決算の状況

一　　般　　会　　計

※P2～P3の表示単位未満は四捨五入。　※1人当たりの決算額は、平成28年4月1日現在の人口48,014人で算定。
※表示単位未満を四捨五入しているため、合計額や構成比が一致しない場合があります。※下水道事業は平成27年度から公営企業会計となったため、前年度比は「－」としています。

各決算額をお知らせします

平成27年度の決算

公 営 企 業 会 計 17億7,022万円
13億5,881万円
4億1,141万円

22億1,082万円
13億4,428万円
8億6,654万円

－
－
－

－
－
－

■民生費
●南小学校区放課後児童クラブの建設 ・・・・     5,189万円
●小児医療費の助成 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億5,225万円

■総務費
●ふるさと納税導入にかかる経費 ・・・・・・・・・・・・・   572万円
●公共施設総合管理計画策定事業費 ・・・・・・・・・・   648万円
●協働事業提案制度推進事業補助 ・・・・・・・・・・・・・    78万円
●防犯灯維持管理及びLED照明の新設 ・・・・・・・・1,861万円

■土木費
●聖天橋の架け替え事業実施など ・・・・・・・・・1億1,323万円
●田端西地区まちづくりの実現に向けた調査・検討
                                          ・・・・・・・・・・・・    2,960万円

■教育費
●中学校体育館の非構造部材耐震化及び
　寒川東中学校南棟ひさし改修・・・・・・・・・・・・・・・・6,139万円
●寒川中学校に再生可能エネルギー発電施設の設置
                                          ・・・・・・・・・・・・・・・・2,100万円

■衛生費
●健康管理センターに再生可能エネルギー発電施設の設置
                                          ・・・・・・・・・・・・    1,996万円
●BCG等の予防接種費用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億2,792万円

■その他（商工費・消防費など）
●プレミアム付商品券発行事業費・・・・・・・・・・    2,760万円
●勤労者個人住宅取得奨励金・・・・・・・・・・・・・・・    1,245万円
●消防救急無線のデジタル化及び指令施設の整備費
                                          ・・・・・・・・・・・・1億1,145万円

平成27年度に実施した主な事業

▲建設された児童クラブ（星の子クラブ・おひさまクラブ）

▲健康管理センターに設置した太陽光パネル

▲茅ヶ崎市・寒川町消防指令センター

区　　分 歳　　入 対前年度比 対前年度比歳　　出

収益的
資本的

特　別　会　計（下水道事業特別会計除く）
　　国民健康保険事業
　　後期高齢者医療事業
　　介護保険事業
　　（仮称）健康福祉総合センター用地取得事業

103億9,800万円
70億1,098万円
7億6,059万円
25億4,812万円

7,832万円

99億5,050万円
66億8,479万円
7億4,273万円
24億4,465万円

7,832万円

96.6％
114.1%
99.8%
105.3%
100.0%

95.9％
113.1%
99.6%
103.4%
100.0%

149億4,944万円 142億5,591万円 102.3%101.8%一　般　会　計

固定資産税（49.3%）····· 42億3,095万円
町民税（39.5%）············· 33億8,409万円
都市計画税（5.8%）········ 4億9,822万円
町たばこ税（4.5%）········ 3億8,904万円
軽自動車税（0.8%）········ 7,130万円

その他（6.8%）
9億7,152万円

歳　入
149億
4,944万円 議会費（1.5%）

2億1,009万円

町税の内訳

平成27年度に実施した主な事業とその決算額を紹介します。

下水道事業

土木費（12.6％）
18億121万円

歳　出
142億
5,591万円

民生費（35.0%）
49億9,113万円

総務費（14.0％）
19億8,940万円

教育費（10.6%）
15億1,714万円

衛生費（10.0%）
14億3,111万円

公債費（9.4%）
13億4,431万円

県支出金（7.0%）
10億4,572万円

財産収入（1.3%）
1億8,864万円

諸収入（4.4%）
6億6,186万円

繰越金（5.1%）
7億5,590万円

その他（2.3%)
3億5,652万円

地方消費税交付金（6.1%）
9億520万円

町債（4.0%）
5億9,800万円

その他（2.0%）
2億8,175万円

町税（57.4%）
85億7,359万円

国庫支出金（10.6%）
15億8,226万円

自

依存
財
源 主

財
源
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▲建設された児童クラブ（星の子クラブ・おひさまクラブ）

▲健康管理センターに設置した太陽光パネル
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特　別　会　計（下水道事業特別会計除く）
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95.9％
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100.0%
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町民税（39.5%）············· 33億8,409万円
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さむかわ議会だより　180号さむかわ議会だより　180号 45

　決
算
特
別
委
員
会
の
最
終
日
に
行
わ
れ
た
各
会
派

か
ら
の
選
出
委
員
よ
り
出
さ
れ
た
主
な
質
疑
を
紹
介
し

ま
す
。

　総
括
質
疑
の
模
様
は
、
11
月
に
J
：
C
O
M
チ
ャ
ン

ネ
ル
神
奈
川
で
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
放
送
し
ま
す
。

　詳
し
く
は
、
裏
表
紙
の
放
送
日
程
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

フォーラム志日本共産党

湘風クラブ 公明党民社クラブ

決
算
特
別
委
員
会

　総 

括 

質 

疑

決算特別委員会 平成27年度決算 審査

今年度も継続して行われている防犯安全パトロール事業の様子消防団協力事業所の木村産業 南小学校児童クラブ活動の様子

Q
　
監
査
委
員
か
ら
近

年
経
常
的
経
費
の
比
率

が
高
い
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
財
政
健
全
化
の

指
標
で
あ
る
経
常
収
支

比
率
80
％
を
目
指
す
べ

き
で
あ
る
。

　
政
策
的
に
ど
の
よ
う

な
改
善
策
を
も
っ
て
財

政
健
全
化
を
目
指
す
の

か
。

A

　今
後
、
扶
助
費
や

公
共
施
設
の
更
新
費
用

等
は
増
大
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
将
来
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
選
択
と
集

中
の
観
点
か
ら
全
体
の

効
果
を
見
定
め
、
抜
本

的
な
事
業
の
見
直
し
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
限

ら
れ
た
財
源
を
有
効
に

活
用
で
き
る
よ
う
財
政

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

Q
　
子
育
て
世
帯
の
大

き
な
願
い
は
子
ど
も
の

健
康
で
あ
り
、
小
児
医

療
費
助
成
の
拡
充
は
多

く
の
子
育
て
世
帯
が
望

ん
で
い
る
。

　
近
年
、
貧
困
に
よ
る

格
差
が
問
題
と
な
って
い

る
が
、
子
育
て
に
影
響

し
な
い
よ
う
対
象
を
中

学
３
年
生
ま
で
広
げ
、

所
得
制
限
を
撤
廃
し
、

今
後
も
窓
口
負
担
を
ゼ

ロ
と
す
べ
き
で
は
。

A

　小
児
医
療
費
助
成

制
度
は
、
格
差
を
つ
け

な
い
こ
と
、
安
定
的
に

持
続
さ
せ
る
こ
と
、
町

の
財
政
状
況
等
を
考
慮

し
、
今
後
も
制
度
の
内

容
、
対
象
年
齢
拡
大
の

実
施
時
期
、
窓
口
負
担

や
所
得
制
限
撤
廃
等
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Q
　
新
規
事
業
で
あ
る
、

み
ん
な
の
協
働
事
業
提

案
制
度
モ
デ
ル
事
業
の
実

施
に
お
け
る
現
状
と
課

題
は
。
ま
た
、
町
か
ら
の

提
案
型
事
業
の
実
施
や

町
民
が
提
案
し
や
す
い

制
度
に
す
べ
き
で
は
。

A
　
平
成
27
年
度
は
７

事
業
の
応
募
の
う
ち
４

事
業
を
採
択
し
、
事
業

協
力
課
と
協
働
事
業
を

実
施
し
ま
し
た
。
満
足

度
も
高
い
結
果
で
し
た

が
、
課
題
と
し
て
選
考

過
程
の
透
明
性
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
外

部
委
員
を
加
え
る
な
ど

の
改
善
を
し
ま
し
た
。

提
案
型
事
業
も
含
め
、

よ
り
多
く
の
皆
さ
ま
に

ご
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
今
後
も
制
度
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

Q
　
子
育
て
支
援
の
充

実
は
若
い
世
代
の
定
住

促
進
に
も
つ
な
が
る
重

要
な
施
策
で
あ
る
。

　
児
童
の
放
課
後
支
援

事
業
は「
ふ
れ
あ
い
塾
」

と
「
児
童
ク
ラ
ブ
」
が

あ
る
が
、
教
育
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
、

ふ
れ
あ
い
塾
を
拡
充

し
、
将
来
的
に
は
、
２

つ
の
事
業
を
一
本
化
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

A
　
放
課
後
子
ど
も
総

合
プ
ラ
ン
運
営
委
員
会

で
、「
ふ
れ
あ
い
塾
」

と
「
児
童
ク
ラ
ブ
」
の

連
携
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
ま
す
。

　
実
施
日
数
増
、
時
間

帯
延
長
、
指
導
者
等
の

人
材
確
保
、
利
用
者
負

担
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
あ
り
ま
す
。
ど
の

よ
う
に
で
き
る
か
町
と

し
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

Q
　
消
防
団
の
あ
り
方

は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

新
入
団
員
の
不
足
や
勤

務
地
が
町
外
等
を
鑑

み
、
有
事
の
際
、
適
切

な
人
員
配
置
が
で
き
る

よ
う
な
方
策
が
必
要
で

あ
る
。
消
防
団
協
力
事

業
所
表
示
制
度
の
活
用

も
含
め
、
時
代
に
即
し

た
消
防
団
の
今
後
の
あ

り
方
を
問
う
。

A
　
消
防
団
は
地
域
を

守
る
消
防
・
防
災
の
要

と
し
て
町
民
の
安
全
・

安
心
の
た
め
、
活
躍
し

て
い
ま
す
。
新
た
な
消

防
団
協
力
事
業
所
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
誰
も
が

消
防
団
の
必
要
性
や
重

要
性
は
認
識
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
団
員
確
保

の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な

対
策
を
検
討
し
ま
す
。

政
策
的
に
経
常
的
経
費
を
減
ら
し
財
政
の
健
全
化
に
努
め
る
べ
き

小
児
医
療
費
助
成
は
中
学
３
年
生
ま
で
拡
充
し
所
得
制
限
撤
廃
を

み
ん
な
の
協
働
事
業
提
案
制
度
モ
デ
ル
事
業
の
充
実
・
発
展
を

児
童
の
放
課
後
支
援
事
業
を
一
体
化
し
、子
育
て
支
援
の
充
実
を

住
民
の
安
心
と
安
全
を
守
る
時
代
に
即
し
た
消
防
団
を



さむかわ議会だより　180号さむかわ議会だより　180号 45

　決
算
特
別
委
員
会
の
最
終
日
に
行
わ
れ
た
各
会
派

か
ら
の
選
出
委
員
よ
り
出
さ
れ
た
主
な
質
疑
を
紹
介
し

ま
す
。

　総
括
質
疑
の
模
様
は
、
11
月
に
J
：
C
O
M
チ
ャ
ン

ネ
ル
神
奈
川
で
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
放
送
し
ま
す
。

　詳
し
く
は
、
裏
表
紙
の
放
送
日
程
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

フォーラム志日本共産党

湘風クラブ 公明党民社クラブ

決
算
特
別
委
員
会

　総 

括 

質 

疑

決算特別委員会 平成27年度決算 審査

今年度も継続して行われている防犯安全パトロール事業の様子消防団協力事業所の木村産業 南小学校児童クラブ活動の様子

Q
　
監
査
委
員
か
ら
近

年
経
常
的
経
費
の
比
率

が
高
い
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
財
政
健
全
化
の

指
標
で
あ
る
経
常
収
支

比
率
80
％
を
目
指
す
べ

き
で
あ
る
。

　
政
策
的
に
ど
の
よ
う

な
改
善
策
を
も
っ
て
財

政
健
全
化
を
目
指
す
の

か
。

A

　今
後
、
扶
助
費
や

公
共
施
設
の
更
新
費
用

等
は
増
大
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
将
来
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
選
択
と
集

中
の
観
点
か
ら
全
体
の

効
果
を
見
定
め
、
抜
本

的
な
事
業
の
見
直
し
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
限

ら
れ
た
財
源
を
有
効
に

活
用
で
き
る
よ
う
財
政

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

Q
　
子
育
て
世
帯
の
大

き
な
願
い
は
子
ど
も
の

健
康
で
あ
り
、
小
児
医

療
費
助
成
の
拡
充
は
多

く
の
子
育
て
世
帯
が
望

ん
で
い
る
。

　
近
年
、
貧
困
に
よ
る

格
差
が
問
題
と
な
って
い

る
が
、
子
育
て
に
影
響

し
な
い
よ
う
対
象
を
中

学
３
年
生
ま
で
広
げ
、

所
得
制
限
を
撤
廃
し
、

今
後
も
窓
口
負
担
を
ゼ

ロ
と
す
べ
き
で
は
。

A

　小
児
医
療
費
助
成

制
度
は
、
格
差
を
つ
け

な
い
こ
と
、
安
定
的
に

持
続
さ
せ
る
こ
と
、
町

の
財
政
状
況
等
を
考
慮

し
、
今
後
も
制
度
の
内

容
、
対
象
年
齢
拡
大
の

実
施
時
期
、
窓
口
負
担

や
所
得
制
限
撤
廃
等
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Q
　
新
規
事
業
で
あ
る
、

み
ん
な
の
協
働
事
業
提

案
制
度
モ
デ
ル
事
業
の
実

施
に
お
け
る
現
状
と
課

題
は
。
ま
た
、
町
か
ら
の

提
案
型
事
業
の
実
施
や

町
民
が
提
案
し
や
す
い

制
度
に
す
べ
き
で
は
。

A
　
平
成
27
年
度
は
７

事
業
の
応
募
の
う
ち
４

事
業
を
採
択
し
、
事
業

協
力
課
と
協
働
事
業
を

実
施
し
ま
し
た
。
満
足

度
も
高
い
結
果
で
し
た

が
、
課
題
と
し
て
選
考

過
程
の
透
明
性
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
外

部
委
員
を
加
え
る
な
ど

の
改
善
を
し
ま
し
た
。

提
案
型
事
業
も
含
め
、

よ
り
多
く
の
皆
さ
ま
に

ご
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
今
後
も
制
度
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

Q
　
子
育
て
支
援
の
充

実
は
若
い
世
代
の
定
住

促
進
に
も
つ
な
が
る
重

要
な
施
策
で
あ
る
。

　
児
童
の
放
課
後
支
援

事
業
は「
ふ
れ
あ
い
塾
」

と
「
児
童
ク
ラ
ブ
」
が

あ
る
が
、
教
育
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
、

ふ
れ
あ
い
塾
を
拡
充

し
、
将
来
的
に
は
、
２

つ
の
事
業
を
一
本
化
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

A
　
放
課
後
子
ど
も
総

合
プ
ラ
ン
運
営
委
員
会

で
、「
ふ
れ
あ
い
塾
」

と
「
児
童
ク
ラ
ブ
」
の

連
携
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
ま
す
。

　
実
施
日
数
増
、
時
間

帯
延
長
、
指
導
者
等
の

人
材
確
保
、
利
用
者
負

担
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
あ
り
ま
す
。
ど
の

よ
う
に
で
き
る
か
町
と

し
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

Q
　
消
防
団
の
あ
り
方

は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

新
入
団
員
の
不
足
や
勤

務
地
が
町
外
等
を
鑑

み
、
有
事
の
際
、
適
切

な
人
員
配
置
が
で
き
る

よ
う
な
方
策
が
必
要
で

あ
る
。
消
防
団
協
力
事

業
所
表
示
制
度
の
活
用

も
含
め
、
時
代
に
即
し

た
消
防
団
の
今
後
の
あ

り
方
を
問
う
。

A
　
消
防
団
は
地
域
を

守
る
消
防
・
防
災
の
要

と
し
て
町
民
の
安
全
・

安
心
の
た
め
、
活
躍
し

て
い
ま
す
。
新
た
な
消

防
団
協
力
事
業
所
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
誰
も
が

消
防
団
の
必
要
性
や
重

要
性
は
認
識
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
団
員
確
保

の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な

対
策
を
検
討
し
ま
す
。

政
策
的
に
経
常
的
経
費
を
減
ら
し
財
政
の
健
全
化
に
努
め
る
べ
き

小
児
医
療
費
助
成
は
中
学
３
年
生
ま
で
拡
充
し
所
得
制
限
撤
廃
を

み
ん
な
の
協
働
事
業
提
案
制
度
モ
デ
ル
事
業
の
充
実
・
発
展
を

児
童
の
放
課
後
支
援
事
業
を
一
体
化
し
、子
育
て
支
援
の
充
実
を

住
民
の
安
心
と
安
全
を
守
る
時
代
に
即
し
た
消
防
団
を
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湘風クラブ

平成27年度決算を

討 論
　9月会議最終日に、平成27年度決算の採決に先立
ち、各委員が各決算の内容について賛成・反対の討
論を行いました。討論の主な内容を掲載します。

賛　成

日本共産党反　対

民社クラブ賛　成

―
○
○
●
○
○

―
○
○
●
○
○

―
○
○
●
○
○

―
○
○
●
○
○

―
○
○
○
○
○

―
○
○
●
○
○

委 員 長　斎 藤　恒 雄 （湘風クラブ）
副委員長　吉 田　悟 朗 （民社クラブ）
委　　員　柳 下　雅 子 （フォーラム志）
委　　員　細 川　京 三 （日本共産党）
委　　員　関 口　光 男 （公明党）
委　　員　岸 本　　 優 （湘風クラブ）

平成27年度寒川町一般会計及び、下水道事業特別会計を除く4つの特別会計である、国民健康保険事業、後期高
齢者医療事業、介護保険事業、（仮称）健康福祉総合センター用地取得事業の、各特別会計を合わせた決算総額
は、歳入で253億4,743万9,337円、歳出では242億641万159円となり、翌年度へ繰り越すべき財源を控除した実質収
支額は、10億2,559万3,350円の黒字決算となっている。
まず、一般会計の歳入において、歳入総額の57．4％を占める自主財源である町税は、国内の経済の緩やかな回復基
調が続き、町内企業の業績改善が見られるものの、法人町民税では、税率の引き下げ等の影響により、対前年度比9.8％
の減となっている。また、固定資産税については、3年ごとの評価替えによる家屋分の減額や、企業が設備投資を控え
たことに伴う償却資産が減額となっているため、町税全体では対前年度比1億3,808万3千円、1.6％の減となっている。
一方、依存財源において、国庫支出金では、普通建設事業に関わるもので、地方創生総合戦略関連事業に対する交付
金や、道路橋りょう関連の社会資本整備総合交付金により増額となったものである。県支出金では、健康管理センター
及び町立学校への太陽光発電設備を設置した補助金や、再生可能エネルギー等導入推進基金市町村施設導入費により
増額となったものである。また、消費税率の引き上げにより地方消費税交付金が増額となっているものの、普通交付税が
本年度も引き続き不交付となり、依然として厳しい財政状況を示している。しかしながら、歳入全体の収入済額では、前
年度と比較して2億6,122万4千円、1.8％の増となっており、積極的な財源確保を図ったことは評価できるものである。
なお、歳入全体の収入未済額は、2億2,457万4千円で、前年度に比べ4,893万1千円の減となっており、収入未済
額縮減の努力によるものであるが、税の負担公平と自主財源確保の観点から、その縮減に向け、より一層の取り
組みを期待するものである。
歳出においては、142億5,591万2千円で、対前年度比3億2,359万5千円、2.3％の増となっている。
主な事業は、総務費では、ふるさと納税の導入及び地方創生総合戦略の策定。民生費では、南小学校区に放課

後児童クラブ「星の子クラブ」及び「おひさまクラブ」の建設。衛生費では、健康管理センターに太陽光発電施
設の整備。労働費では、町内勤労者の定住促進を図るための個人住宅取得奨励金の充実。農林水産業費では、小
動地内用排水路補修工事、商工費では、プレミアム付商品券発行に係る補助金、土木費では、老朽化に伴う聖天
橋架替工事。消防費では、茅ヶ崎市との共同による消防救急無線のデジタル化並びに指令施設の整備。教育費で
は、防災機能の強化を図るための町立中学校体育館の非構造部材の耐震化、寒川小学校・小谷小学校・寒川中学
校に太陽光発電施設の整備、南小学校特別支援学級新設工事及び教育環境や施設の老朽化を改善するため、寒川
小学校南棟大規模改修工事。その他の事業においても、厳しい財政状況の下、町が直面している課題を的確に捉
え、町民のさまざまな要望に応えるべく、町長以下、職員一丸となって取り組んだ姿勢は評価できるものである。
次に、特別会計において、特に国民健康保険事業では、保険料の収入未済額が、3億1,107万9千円で、対前年度比958
万円の増、収納率では82.6％と、前年度を1.0％下回っている。引き続き、負担の公平性を確保し、制度の安定的な運営を
図る観点から収入未済額の縮減を図り、収納率向上に向けて、抜本的な対策をとられるよう強く要望するものである。
総体的に見て、健全財政は保たれており本決算は適正なものと判断されるが、効率的な行財政運営を実現する

ためには、限られた財源の中で多様化する町民ニーズを的確に捉え、積極的に予算化するなど、さらなる創意工
夫と努力を期待するものである。
なお、審査の過程で各委員から指摘された意見等については十分参酌し、今後の予算の編成、執行にあたられ

るよう要望し、審査意見とします。

決 算 特 別 委 員 会 審 査 意 見 書

※斎藤委員長は、表決に加わりません

○：賛成　●：反対▼決算特別委員会　委員別賛否結果表
会　計　区　分

特　別　会　計委　　員　　名
一般会計

下水道用地取得介護保険後期高齢国　保

地
方
分
権
が
進
む
中
、
多
様
化
す
る
町
民

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
町
税
等
の
収
納

率
向
上
や
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
に
も
工
夫
を

凝
ら
し
た
自
主
財
源
の
確
保
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
戦
略
的
に
依
存
財
源
（
国
や
県
等

の
補
助
金
等
）
を
獲
得
す
る
た
め
、
積
極
的

な
活
動
、
取
り
組
み
を
展
開
す
る
こ
と
を
強

く
求
め
ま
す
。

歳
出
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
の
視
点
で
審
査
に
臨
み
ま
し
た
。
地

域
の
消
費
喚
起
・
町
内
商
業
者
の
活
性
化
を

目
的
と
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
、

子
育
て
環
境
の
整
備
で
は
、
新
規
開
園
の
保

育
園
へ
の
支
援
、
南
小
学
校
児
童
ク
ラ
ブ
建

設
、
中
学
校
体
育
館
非
構
造
部
材
の
耐
震
化

な
ど
は
評
価
で
き
る
取
り
組
み
で
す
。

新
規
に
実
施
し
た
協
働
事
業
提
案
制
度
推

進
事
業
は
、
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
の
た
め
町

民
の
参
画
意
識
を
促
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
な

る
制
度
充
実
に
向
け
検
討
す
べ
き
で
す
。

交
通
不
便
地
域
の
ニ
ー
ズ
等
に
も
対
応
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
土
日
運
行
も
実

施
す
る
な
ど
、
年
々
前
進
さ
せ
て
い
る
こ
と

を
評
価
し
ま
す
。
ま
た
、
寒
川
駅
と
海
老
名

駅
間
の
路
線
バ
ス
の
実
証
運
行
は
、
相
模
線

と
の
ア
ク
セ
ス
に
改
善
が
必
要
で
す
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に

位
置
づ
け
た
取
り
組
み
は
、
町
の
方
向
性
を

示
し
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
積
極
的
に
推
進

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

以
上
の
諸
点
を
求
め
、
賛
成
と
し
ま
す
。

な
お
、
５
特
別
会
計
決
算
も
討
論
を
省
略

し
賛
成
し
ま
す
。

魅力あるまちづくりに向けた施策展開を評価

町
民
の
生
活
は
一
向
に
好
転
し
な
い
ま
ま

悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
個
人
町
民
税
で
は
所
得
３
０
０
万

円
以
下
が
全
体
の
81
％
で
、
物
価
高
な
ど
に

よ
り
生
活
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
す
。
差

し
押
さ
え
等
に
よ
る
収
納
対
策
強
化
は
、
納

税
者
の
精
神
的
負
担
と
し
て
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
か
危
惧
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域

雇
用
対
策
に
好
影
響
が
期
待
さ
れ
た
企
業
立

地
減
税
は
、
町
へ
の
経
済
波
及
効
果
が
有
効

と
は
言
え
な
い
状
況
で
す
。

子
育
て
世
帯
の
支
援
と
な
る
小
児
医
療
費

助
成
制
度
は
中
学
３
年
生
ま
で
拡
充
し
、
併

せ
て
所
得
制
限
を
撤
廃
す
べ
き
で
す
。

少
人
数
学
級
は
国
の
基
準
よ
り
１
年
延
長

し
、
小
学
３
年
生
ま
で
実
施
し
て
い
る
点
は

評
価
し
ま
す
が
、
教
育
効
果
に
有
効
な
結
果

が
得
ら
れ
て
い
る
た
め
、
さ
ら
な
る
拡
充
や

制
度
の
堅
持
を
求
め
ま
す
。

地
域
経
済
活
性
化
が
期
待
で
き
る
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
等
は
、
必
要
不
可
欠
で

す
。
さ
ら
な
る
拡
充
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
す
べ
き
で
す
。

宮
山
駅
の
ト
イ
レ
は
、
観
光
資
源
を
生
か

す
上
で
も
建
て
替
え
る
べ
き
で
す
。
前
向
き

な
検
討
が
必
要
で
す
。

町
営
プ
ー
ル
の
再
建
は
、
全
町
民
の
強
い

要
望
で
あ
り
、
早
急
に
再
建
す
べ
き
で
す
。

以
上
、
町
民
を
応
援
す
る
施
策
に
重
点
を

置
く
こ
と
を
指
摘
し
、
反
対
と
し
ま
す
。

な
お
、（
仮
称
）
健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

用
地
取
得
事
業
に
つ
い
て
は
賛
成
と
し
、
他
の

４
特
別
会
計
に
つ
い
て
も
、
反
対
と
し
ま
す
。

町民を応援する施策の展開が必要

平
成
27
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
は

対
前
年
度
比
１
・
８
％
増
の
約
１
４
９
億
４

千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
と
依
存
財
源
の
構
成
割
合
は
70
・

５
対
29
・
５
で
あ
り
、
昨
年
度
よ
り
依
存
財

源
が
５
・
２
ポ
イ
ン
ト
増
え
て
い
ま
す
。
自

主
財
源
の
根
幹
で
あ
る
町
税
全
体
の
決
算
は

１
・
６
％
減
と
な
っ
て
い
る
が
、
徴
収
率
は

97
・
３
％
と
昨
年
度
よ
り
さ
ら
に
０
・
３
％

上
昇
さ
せ
て
お
り
、
高
水
準
を
保
っ
て
い
る

点
を
評
価
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
実
施
し
た
ふ
る
さ
と
納
税

推
進
事
業
に
よ
り
、
自
主
財
源
を
約
１
０
０
０

万
円
生
み
だ
し
、
確
保
し
た
点
も
評
価
し
ま

す
。歳

出
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
町
に
功
績
を
残
さ
れ
た
方
を
見
い
だ
し
、

評
価
、
周
知
す
る
と
と
も
に
、
町
の
発
展
に

つ
な
げ
ら
れ
る
施
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

時
代
に
即
し
変
わ
り
ゆ
く
消
防
団
の
現
状

を
鑑
み
、
こ
れ
か
ら
の
町
の
消
防
・
防
災
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
る
べ
き
で
す
。

教
育
で
は
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
予
算
配
分
が
望
ま
し
く
、
特
に
体
育
館

な
ど
の
体
育
施
設
は
、
修
繕
や
改
善
が
必
要

な
点
が
あ
る
の
で
、
適
切
に
確
実
に
実
施
で

き
る
予
算
付
け
が
必
要
と
指
摘
し
ま
す
。

以
上
の
諸
点
を
求
め
、
将
来
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
が
、
着
実
に

実
施
さ
れ
た
こ
と
を
評
価
し
、賛
成
と
し
ま
す
。

他
の
５
特
別
会
計
決
算
も
討
論
を
省
略
し

て
賛
成
と
し
ま
す
。

自主財源確保に向けた取り組みを評価
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平成27年度決算を

討 論
　9月会議最終日に、平成27年度決算の採決に先立
ち、各委員が各決算の内容について賛成・反対の討
論を行いました。討論の主な内容を掲載します。

賛　成

日本共産党反　対

民社クラブ賛　成
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委 員 長　斎 藤　恒 雄 （湘風クラブ）
副委員長　吉 田　悟 朗 （民社クラブ）
委　　員　柳 下　雅 子 （フォーラム志）
委　　員　細 川　京 三 （日本共産党）
委　　員　関 口　光 男 （公明党）
委　　員　岸 本　　 優 （湘風クラブ）

平成27年度寒川町一般会計及び、下水道事業特別会計を除く4つの特別会計である、国民健康保険事業、後期高
齢者医療事業、介護保険事業、（仮称）健康福祉総合センター用地取得事業の、各特別会計を合わせた決算総額
は、歳入で253億4,743万9,337円、歳出では242億641万159円となり、翌年度へ繰り越すべき財源を控除した実質収
支額は、10億2,559万3,350円の黒字決算となっている。
まず、一般会計の歳入において、歳入総額の57．4％を占める自主財源である町税は、国内の経済の緩やかな回復基
調が続き、町内企業の業績改善が見られるものの、法人町民税では、税率の引き下げ等の影響により、対前年度比9.8％
の減となっている。また、固定資産税については、3年ごとの評価替えによる家屋分の減額や、企業が設備投資を控え
たことに伴う償却資産が減額となっているため、町税全体では対前年度比1億3,808万3千円、1.6％の減となっている。
一方、依存財源において、国庫支出金では、普通建設事業に関わるもので、地方創生総合戦略関連事業に対する交付
金や、道路橋りょう関連の社会資本整備総合交付金により増額となったものである。県支出金では、健康管理センター
及び町立学校への太陽光発電設備を設置した補助金や、再生可能エネルギー等導入推進基金市町村施設導入費により
増額となったものである。また、消費税率の引き上げにより地方消費税交付金が増額となっているものの、普通交付税が
本年度も引き続き不交付となり、依然として厳しい財政状況を示している。しかしながら、歳入全体の収入済額では、前
年度と比較して2億6,122万4千円、1.8％の増となっており、積極的な財源確保を図ったことは評価できるものである。
なお、歳入全体の収入未済額は、2億2,457万4千円で、前年度に比べ4,893万1千円の減となっており、収入未済
額縮減の努力によるものであるが、税の負担公平と自主財源確保の観点から、その縮減に向け、より一層の取り
組みを期待するものである。
歳出においては、142億5,591万2千円で、対前年度比3億2,359万5千円、2.3％の増となっている。
主な事業は、総務費では、ふるさと納税の導入及び地方創生総合戦略の策定。民生費では、南小学校区に放課

後児童クラブ「星の子クラブ」及び「おひさまクラブ」の建設。衛生費では、健康管理センターに太陽光発電施
設の整備。労働費では、町内勤労者の定住促進を図るための個人住宅取得奨励金の充実。農林水産業費では、小
動地内用排水路補修工事、商工費では、プレミアム付商品券発行に係る補助金、土木費では、老朽化に伴う聖天
橋架替工事。消防費では、茅ヶ崎市との共同による消防救急無線のデジタル化並びに指令施設の整備。教育費で
は、防災機能の強化を図るための町立中学校体育館の非構造部材の耐震化、寒川小学校・小谷小学校・寒川中学
校に太陽光発電施設の整備、南小学校特別支援学級新設工事及び教育環境や施設の老朽化を改善するため、寒川
小学校南棟大規模改修工事。その他の事業においても、厳しい財政状況の下、町が直面している課題を的確に捉
え、町民のさまざまな要望に応えるべく、町長以下、職員一丸となって取り組んだ姿勢は評価できるものである。
次に、特別会計において、特に国民健康保険事業では、保険料の収入未済額が、3億1,107万9千円で、対前年度比958
万円の増、収納率では82.6％と、前年度を1.0％下回っている。引き続き、負担の公平性を確保し、制度の安定的な運営を
図る観点から収入未済額の縮減を図り、収納率向上に向けて、抜本的な対策をとられるよう強く要望するものである。
総体的に見て、健全財政は保たれており本決算は適正なものと判断されるが、効率的な行財政運営を実現する

ためには、限られた財源の中で多様化する町民ニーズを的確に捉え、積極的に予算化するなど、さらなる創意工
夫と努力を期待するものである。
なお、審査の過程で各委員から指摘された意見等については十分参酌し、今後の予算の編成、執行にあたられ

るよう要望し、審査意見とします。

決 算 特 別 委 員 会 審 査 意 見 書

※斎藤委員長は、表決に加わりません

○：賛成　●：反対▼決算特別委員会　委員別賛否結果表
会　計　区　分

特　別　会　計委　　員　　名
一般会計

下水道用地取得介護保険後期高齢国　保

地
方
分
権
が
進
む
中
、
多
様
化
す
る
町
民

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
町
税
等
の
収
納

率
向
上
や
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
に
も
工
夫
を

凝
ら
し
た
自
主
財
源
の
確
保
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
戦
略
的
に
依
存
財
源
（
国
や
県
等

の
補
助
金
等
）
を
獲
得
す
る
た
め
、
積
極
的

な
活
動
、
取
り
組
み
を
展
開
す
る
こ
と
を
強

く
求
め
ま
す
。

歳
出
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
の
視
点
で
審
査
に
臨
み
ま
し
た
。
地

域
の
消
費
喚
起
・
町
内
商
業
者
の
活
性
化
を

目
的
と
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
、

子
育
て
環
境
の
整
備
で
は
、
新
規
開
園
の
保

育
園
へ
の
支
援
、
南
小
学
校
児
童
ク
ラ
ブ
建

設
、
中
学
校
体
育
館
非
構
造
部
材
の
耐
震
化

な
ど
は
評
価
で
き
る
取
り
組
み
で
す
。

新
規
に
実
施
し
た
協
働
事
業
提
案
制
度
推

進
事
業
は
、
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
の
た
め
町

民
の
参
画
意
識
を
促
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
な

る
制
度
充
実
に
向
け
検
討
す
べ
き
で
す
。

交
通
不
便
地
域
の
ニ
ー
ズ
等
に
も
対
応
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
土
日
運
行
も
実

施
す
る
な
ど
、
年
々
前
進
さ
せ
て
い
る
こ
と

を
評
価
し
ま
す
。
ま
た
、
寒
川
駅
と
海
老
名

駅
間
の
路
線
バ
ス
の
実
証
運
行
は
、
相
模
線

と
の
ア
ク
セ
ス
に
改
善
が
必
要
で
す
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に

位
置
づ
け
た
取
り
組
み
は
、
町
の
方
向
性
を

示
し
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
積
極
的
に
推
進

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

以
上
の
諸
点
を
求
め
、
賛
成
と
し
ま
す
。

な
お
、
５
特
別
会
計
決
算
も
討
論
を
省
略

し
賛
成
し
ま
す
。

魅力あるまちづくりに向けた施策展開を評価

町
民
の
生
活
は
一
向
に
好
転
し
な
い
ま
ま

悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
個
人
町
民
税
で
は
所
得
３
０
０
万

円
以
下
が
全
体
の
81
％
で
、
物
価
高
な
ど
に

よ
り
生
活
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
す
。
差

し
押
さ
え
等
に
よ
る
収
納
対
策
強
化
は
、
納

税
者
の
精
神
的
負
担
と
し
て
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
か
危
惧
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域

雇
用
対
策
に
好
影
響
が
期
待
さ
れ
た
企
業
立

地
減
税
は
、
町
へ
の
経
済
波
及
効
果
が
有
効

と
は
言
え
な
い
状
況
で
す
。

子
育
て
世
帯
の
支
援
と
な
る
小
児
医
療
費

助
成
制
度
は
中
学
３
年
生
ま
で
拡
充
し
、
併

せ
て
所
得
制
限
を
撤
廃
す
べ
き
で
す
。

少
人
数
学
級
は
国
の
基
準
よ
り
１
年
延
長

し
、
小
学
３
年
生
ま
で
実
施
し
て
い
る
点
は

評
価
し
ま
す
が
、
教
育
効
果
に
有
効
な
結
果

が
得
ら
れ
て
い
る
た
め
、
さ
ら
な
る
拡
充
や

制
度
の
堅
持
を
求
め
ま
す
。

地
域
経
済
活
性
化
が
期
待
で
き
る
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
等
は
、
必
要
不
可
欠
で

す
。
さ
ら
な
る
拡
充
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
す
べ
き
で
す
。

宮
山
駅
の
ト
イ
レ
は
、
観
光
資
源
を
生
か

す
上
で
も
建
て
替
え
る
べ
き
で
す
。
前
向
き

な
検
討
が
必
要
で
す
。

町
営
プ
ー
ル
の
再
建
は
、
全
町
民
の
強
い

要
望
で
あ
り
、
早
急
に
再
建
す
べ
き
で
す
。

以
上
、
町
民
を
応
援
す
る
施
策
に
重
点
を

置
く
こ
と
を
指
摘
し
、
反
対
と
し
ま
す
。

な
お
、（
仮
称
）
健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

用
地
取
得
事
業
に
つ
い
て
は
賛
成
と
し
、
他
の

４
特
別
会
計
に
つ
い
て
も
、
反
対
と
し
ま
す
。

町民を応援する施策の展開が必要

平
成
27
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
は

対
前
年
度
比
１
・
８
％
増
の
約
１
４
９
億
４

千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
と
依
存
財
源
の
構
成
割
合
は
70
・

５
対
29
・
５
で
あ
り
、
昨
年
度
よ
り
依
存
財

源
が
５
・
２
ポ
イ
ン
ト
増
え
て
い
ま
す
。
自

主
財
源
の
根
幹
で
あ
る
町
税
全
体
の
決
算
は

１
・
６
％
減
と
な
っ
て
い
る
が
、
徴
収
率
は

97
・
３
％
と
昨
年
度
よ
り
さ
ら
に
０
・
３
％

上
昇
さ
せ
て
お
り
、
高
水
準
を
保
っ
て
い
る

点
を
評
価
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
実
施
し
た
ふ
る
さ
と
納
税

推
進
事
業
に
よ
り
、
自
主
財
源
を
約
１
０
０
０

万
円
生
み
だ
し
、
確
保
し
た
点
も
評
価
し
ま

す
。歳

出
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
町
に
功
績
を
残
さ
れ
た
方
を
見
い
だ
し
、

評
価
、
周
知
す
る
と
と
も
に
、
町
の
発
展
に

つ
な
げ
ら
れ
る
施
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

時
代
に
即
し
変
わ
り
ゆ
く
消
防
団
の
現
状

を
鑑
み
、
こ
れ
か
ら
の
町
の
消
防
・
防
災
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
る
べ
き
で
す
。

教
育
で
は
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
予
算
配
分
が
望
ま
し
く
、
特
に
体
育
館

な
ど
の
体
育
施
設
は
、
修
繕
や
改
善
が
必
要

な
点
が
あ
る
の
で
、
適
切
に
確
実
に
実
施
で

き
る
予
算
付
け
が
必
要
と
指
摘
し
ま
す
。

以
上
の
諸
点
を
求
め
、
将
来
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
が
、
着
実
に

実
施
さ
れ
た
こ
と
を
評
価
し
、賛
成
と
し
ま
す
。

他
の
５
特
別
会
計
決
算
も
討
論
を
省
略
し

て
賛
成
と
し
ま
す
。

自主財源確保に向けた取り組みを評価
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小
学
校
に
開
設
す
る
も
の
で

す
。

　
今
後
は
来
年
度
中
に
教
室
を

実
施
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
予
定
で
す
。

Q
　
少
人
数
学
級
及
び
少
人
数

学
習
に
関
係
す
る
教
員
に
つ
い

て
、
臨
時
職
員
か
ら
非
常
勤
職

員
に
す
る
こ
と
へ
の
経
緯
と
メ

リ
ッ
ト
は
。

A
　
「
公
的
年
金
制
度
の
財
政

基
盤
及
び
最
低
保
障
機
能
の
強

化
等
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が

施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
週

20
時
間
以
上
勤
務
さ
れ
る
方
は

社
会
保
険
、
雇
用
保
険
、
そ
し

て
職
員
と
同
様
に
年
次
休
暇
・

夏
季
休
暇
等
の
制
度
が
適
用
と

な
り
、
ま
た
、
賃
金
に
つ
い
て

も
月
額
賃
金
、
期
末
手
当
の
支

給
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
第
１
回
定
例
会
９
月
会
議
で

は
、
２
件
の
議
案
が
各
常
任
委

員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
主

な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　
指
定
管
理
者
候
補
者
の
選
定

は
、
町
職
員
の
み
で
構
成
す
る

指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
に
て

審
査
を
行
っ
て
い
た
が
、
利
用

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
適
正

な
施
設
運
営
と
い
う
点
に
お
い

て
、
よ
り
公
平
、
公
正
な
審
査

を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
外
部

の
有
識
者
の
方
を
当
該
委
員
会

の
委
員
と
し
て
加
え
る
た
め
、

必
要
な
規
定
の
整
備
を
行
う
も

の
で
す
。

Q
　
選
定
委
員
会
の
委
員
は
そ

の
都
度
、
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
す
る
施
設
に
合
わ
せ
て
毎

回
検
討
す
る
の
か
。

A
　
選
定
委
員
会
は
外
部
の
方

と
町
職
員
の
一
部
で
構
成
し
て

い
ま
す
。
基
本
的
に
は
外
部
の

方
に
つ
い
て
は
変
わ
り
ま
せ
ん

が
、
町
職
員
の
部
分
に
つ
い
て

は
、
副
町
長
、
企
画
政
策
部

長
、
総
務
部
長
を
基
本
と
し
、

選
定
案
件
を
所
管
す
る
部
等
の

長
が
そ
の
都
度
、
加
わ
り
ま

す
。

Q
　
今
回
の
改
正
で
公
平
・
公

正
性
が
保
た
れ
る
と
の
こ
と
だ

が
、そ
う
考
え
る
の
は
な
ぜ
か
。

A
　
町
職
員
の
み
で
は
な
く
、

専
門
的
な
識
見
を
有
す
る
複
数

の
外
部
の
方
に
客
観
的
に
チ
ェ
ッ

ク
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
す
の
で
、
よ
り
公
平
、
公
正

性
が
増
す
と
考
え
ま
す
。

Q
　
学
識
経
験
の
方
を
選
ぶ
際

の
判
断
基
準
は
。

A
　
特
定
の
個
人
に
お
願
い
す

る
の
で
は
な
く
、
県
内
の
各
協

会
、
団
体
が
あ
り
ま
す
の
で
、
寒

川
町
の
案
件
の
情
報
提
供
・
説

明
を
行
い
、
そ
の
案
件
に
見
合
っ

た
方
を
各
協
会
、
団
体
に
推
薦

し
て
い
た
だ
き
、
派
遣
し
て
も
ら

う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q
　
公
認
会
計
士
、社
会
保
険
労

務
士
、行
政
学
等
の
大
学
の
先
生

な
ど
を
選
定
委
員
会
に
加
え
る

と
の
事
だ
が
、そ
の
狙
い
は
。

A
　
公
認
会
計
士
に
つ
い
て
は
、

指
定
管
理
を
し
よ
う
と
す
る
団

体
の
会
計
処
理
が
適
切
に
行
わ

れ
て
い
る
か
の
チ
ェッ
ク
、
社
会

保
険
労
務
士
は
そ
の
団
体
が
適

切
な
労
務
管
理
を
行
え
て
い
る

か
ど
う
か
、
大
学
の
行
政
学
の

先
生
は
行
政
運
営
や
行
政
経

営
の
観
点
か
ら
、
管
理
業
務
を

適
切
に
行
え
る
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
と
い
う
趣
旨
で
す
。

　
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
会

議
か
ら
も
推
薦
を
頂
く
予
定
で

す
が
、
住
民
協
働
と
い
う
観
点

か
ら
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

Q
　
非
公
募
の
場
合
は
町
職
員

の
み
で
選
定
を
行
う
と
い
う
説

明
だ
が
、
ど
う
い
っ
た
場
合
が

非
公
募
と
な
る
の
か
。

A
　
地
域
等
の
活
力
を
活
用
し

た
管
理
を
行
う
必
要
が
あ
る
と

き
、
公
の
施
設
の
管
理
上
緊
急

に
指
定
管
理
者
を
指
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
き
等
の
場
合

に
つ
い
て
は
非
公
募
と
し
ま

す
。

　
町
内
の
住
居
表
示
の
実
施
に

つい
て
は
、
昭
和
61
年
度
の
岡
田

地
区
か
ら
平
成
３
年
度
の
大
曲

地
区
ま
で
５
回
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
岡
田
地
区
は
、
当
時
、

寒
川
駅
北
口
地
区
の
土
地
区
画

整
理
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
た

た
め
、
こ
の
区
域
を
除
い
た
岡

田
三
丁
目
か
ら
八
丁
目
の
住
居

表
示
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
寒
川
駅
北
口
地
区

の
整
備
が
ほ
ぼ
完
了
す
る
た

め
、
換
地
処
分
に
合
わ
せ
町
名

変
更
、
地
番
整
理
が
行
わ
れ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
区
域
の
北
側

地
区
の
住
居
表
示
を
実
施
す
る

も
の
で
す
。

　
ま
た
、
住
居
表
示
の
方
式
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
街
区
方
式

に
よ
り
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
第
１
回
定
例
会
７
月
会
議
で

は
、
２
件
の
議
案
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。
主
な
内
容
を
紹
介
し

ま
す
。

　
車
両
本
体
及
び
搭
載
資
機
材

等
の
老
朽
化
に
伴
い
、
救
助
工

作
車
を
購
入
す
る
も
の
で
す
。

救
助
工
作
車
は
、
火
災
や
交
通

事
故
、
自
然
災
害
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
救
助
事
案
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
多
く
の
装
備
や
救
助
資

機
材
を
搭
載
し
、
救
助
活
動
を

行
う
た
め
の
車
両
で
す
。

　
製
造
物
請
負
契
約
者
は
帝
商

株
式
会
社
横
浜
営
業
所
、
契
約

金
額
は
１
億
１
７
６
１
万
４
０

６
０
円
で
請
負
契
約
を
締
結
す

る
も
の
で
す
。

Q
　
今
回
購
入
す
る
救
助
工
作

車
は
従
来
の
も
の
と
違
っ
た
点

は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う

な
機
能
を
備
え
て
い
る
の
か
。

A
　
基
本
的
に
は
総
務
省
の
省

令
に
基
づ
い
た
装
備
で
す
の

で
、
従
来
の
も
の
と
変
わ
り
ま

せ
ん
。

　
た
だ
し
、
従
来
の
も
の
に
比

べ
、
搭
載
資
機
材
の
計
量
化
や

操
作
性
・
機
能
性
の
向
上
等
を

図
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

Q

　現
在
、
使
用
し
て
い
る
救

助
工
作
車
の
処
分
は
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
。

A
　
売
却
す
る
方
向
で
考
え
て

い
ま
す
。
資
機
材
を
含
め
て
買

い
手
を
探
し
て
い
き
ま
す
。

　
小
出
川
の
河
川
改
修
に
合
わ

せ
て
、
神
奈
川
県
及
び
茅
ヶ
崎

市
と
共
同
で
３
者
協
定
を
結

び
、
町
が
主
体
と
な
り
、
昭
和

42
年
に
架
設
さ
れ
た
聖
天
橋
の

架
け
替
え
を
工
事
を
行
う
も
の

で
す
。

　
工
事
請
負
契
約
は
宇
野
重
工

株
式
会
社
神
奈
川
営
業
所
、
契

約
金
額
は
７
１
２
８
万
円
で
締

結
す
る
も
の
で
す
。

　
第
１
回
定
例
会
９
月
会
議
に

お
い
て
提
案
さ
れ
た
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
は
、
歳

入
歳
出
予
算
を
３
億
４
６
２
６

万
９
千
円
追
加
し
、
予
算
総
額

を
１
４
１
億
７
０
０
９
万
３
千

円
と
す
る
こ
と
に
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

Q

　一
之
宮
小
学
校
に
通
級
指

導
教
室
新
設
（
こ
と
ば
の
教

室
）
の
設
計
委
託
の
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
経
緯

と
な
ぜ
、
一
之
宮
小
学
校
に
新

設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
か
。

　ま
た
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

A
　
現
在
、
町
内
に
１
カ
所
、

小
谷
小
学
校
に
通
級
指
導
教
室

（
こ
と
ば
の
教
室
）
を
設
置
し

て
い
ま
す
が
、
通
級
す
る
児
童

が
増
え
た
こ
と
、
南
部
地
区

に
、
設
置
の
要
望
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
今
回
、
計
上
い
た
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
南
小
学
校
は
特
別
支

援
学
級
を
今
年
度
設
置
し
、
余

裕
教
室
が
無
い
た
め
、
一
之
宮

一
之
宮
小
学
校
に

　
　
　
こ
と
ば
の
教
室
新
設
の

　
　
　
　
　
　
設
計
委
託
を
計
上

質
　
　
疑

質
　
　
疑

救
助
工
作
車
Ⅱ
型
　

　
製
造
物
請
負
契
約
の締

結

聖
天
橋
上
部
製
作

　
工
事
請
負
契
約
の

締
結

寒
川
町
公
の
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定
の

手
続
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

住
居
表
示
を
実
施

す
べ
き
市
街
地
の
区
域

及
び
当
該
区
域
内
の

住
居
表
示
の
方
法
に

つ
い
て

7

月

会

議

9

月

会

議
補

正

予

算

契
約
の
締
結

条
例
の
改
正
な
ど

質
　
　
疑

▲現在の聖天橋の様子（撤去完了後）

▲住居表示を行う岡田地区（赤線の区域内）

▲買い換え予定の救助工作車

▲小谷小学校のことばの教室

【主な財源（歳入）】
●国や県からの補助金など
●まちづくり寄付金
●平成27年度からの繰越金

【主な事業（歳出）】
●財政調整基金への積み立て
●小児医療システム改修委託
●私立幼稚園就園奨励費補助金
●大曲1号線維持工事など
●一之宮小学校通級指導教室新設工事設計委託

259万円
 20万円

2億9,809万円

2億7,905万円
58万円
460万円

 1,400万円
193万円

平成28年度一般会計補正予算（第2号）の主な内容

（表示単位未満は四捨五入）



さむかわ議会だより　180号さむかわ議会だより　180号 89

９月会議　補正予算・条例改正 ７月会議・９月会議
小
学
校
に
開
設
す
る
も
の
で

す
。

　
今
後
は
来
年
度
中
に
教
室
を

実
施
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
予
定
で
す
。

Q
　
少
人
数
学
級
及
び
少
人
数

学
習
に
関
係
す
る
教
員
に
つ
い

て
、
臨
時
職
員
か
ら
非
常
勤
職

員
に
す
る
こ
と
へ
の
経
緯
と
メ

リ
ッ
ト
は
。

A
　
「
公
的
年
金
制
度
の
財
政

基
盤
及
び
最
低
保
障
機
能
の
強

化
等
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が

施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
週

20
時
間
以
上
勤
務
さ
れ
る
方
は

社
会
保
険
、
雇
用
保
険
、
そ
し

て
職
員
と
同
様
に
年
次
休
暇
・

夏
季
休
暇
等
の
制
度
が
適
用
と

な
り
、
ま
た
、
賃
金
に
つ
い
て

も
月
額
賃
金
、
期
末
手
当
の
支

給
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
第
１
回
定
例
会
９
月
会
議
で

は
、
２
件
の
議
案
が
各
常
任
委

員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
主

な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　
指
定
管
理
者
候
補
者
の
選
定

は
、
町
職
員
の
み
で
構
成
す
る

指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
に
て

審
査
を
行
っ
て
い
た
が
、
利
用

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
適
正

な
施
設
運
営
と
い
う
点
に
お
い

て
、
よ
り
公
平
、
公
正
な
審
査

を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
外
部

の
有
識
者
の
方
を
当
該
委
員
会

の
委
員
と
し
て
加
え
る
た
め
、

必
要
な
規
定
の
整
備
を
行
う
も

の
で
す
。

Q
　
選
定
委
員
会
の
委
員
は
そ

の
都
度
、
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
す
る
施
設
に
合
わ
せ
て
毎

回
検
討
す
る
の
か
。

A
　
選
定
委
員
会
は
外
部
の
方

と
町
職
員
の
一
部
で
構
成
し
て

い
ま
す
。
基
本
的
に
は
外
部
の

方
に
つ
い
て
は
変
わ
り
ま
せ
ん

が
、
町
職
員
の
部
分
に
つ
い
て

は
、
副
町
長
、
企
画
政
策
部

長
、
総
務
部
長
を
基
本
と
し
、

選
定
案
件
を
所
管
す
る
部
等
の

長
が
そ
の
都
度
、
加
わ
り
ま

す
。

Q
　
今
回
の
改
正
で
公
平
・
公

正
性
が
保
た
れ
る
と
の
こ
と
だ

が
、そ
う
考
え
る
の
は
な
ぜ
か
。

A
　
町
職
員
の
み
で
は
な
く
、

専
門
的
な
識
見
を
有
す
る
複
数

の
外
部
の
方
に
客
観
的
に
チ
ェ
ッ

ク
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
す
の
で
、
よ
り
公
平
、
公
正

性
が
増
す
と
考
え
ま
す
。

Q
　
学
識
経
験
の
方
を
選
ぶ
際

の
判
断
基
準
は
。

A
　
特
定
の
個
人
に
お
願
い
す

る
の
で
は
な
く
、
県
内
の
各
協

会
、
団
体
が
あ
り
ま
す
の
で
、
寒

川
町
の
案
件
の
情
報
提
供
・
説

明
を
行
い
、
そ
の
案
件
に
見
合
っ

た
方
を
各
協
会
、
団
体
に
推
薦

し
て
い
た
だ
き
、
派
遣
し
て
も
ら

う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q
　
公
認
会
計
士
、社
会
保
険
労

務
士
、行
政
学
等
の
大
学
の
先
生

な
ど
を
選
定
委
員
会
に
加
え
る

と
の
事
だ
が
、そ
の
狙
い
は
。

A
　
公
認
会
計
士
に
つ
い
て
は
、

指
定
管
理
を
し
よ
う
と
す
る
団

体
の
会
計
処
理
が
適
切
に
行
わ

れ
て
い
る
か
の
チ
ェッ
ク
、
社
会

保
険
労
務
士
は
そ
の
団
体
が
適

切
な
労
務
管
理
を
行
え
て
い
る

か
ど
う
か
、
大
学
の
行
政
学
の

先
生
は
行
政
運
営
や
行
政
経

営
の
観
点
か
ら
、
管
理
業
務
を

適
切
に
行
え
る
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
と
い
う
趣
旨
で
す
。

　
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
会

議
か
ら
も
推
薦
を
頂
く
予
定
で

す
が
、
住
民
協
働
と
い
う
観
点

か
ら
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

Q
　
非
公
募
の
場
合
は
町
職
員

の
み
で
選
定
を
行
う
と
い
う
説

明
だ
が
、
ど
う
い
っ
た
場
合
が

非
公
募
と
な
る
の
か
。

A
　
地
域
等
の
活
力
を
活
用
し

た
管
理
を
行
う
必
要
が
あ
る
と

き
、
公
の
施
設
の
管
理
上
緊
急

に
指
定
管
理
者
を
指
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
き
等
の
場
合

に
つ
い
て
は
非
公
募
と
し
ま

す
。

　
町
内
の
住
居
表
示
の
実
施
に

つい
て
は
、
昭
和
61
年
度
の
岡
田

地
区
か
ら
平
成
３
年
度
の
大
曲

地
区
ま
で
５
回
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
岡
田
地
区
は
、
当
時
、

寒
川
駅
北
口
地
区
の
土
地
区
画

整
理
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
た

た
め
、
こ
の
区
域
を
除
い
た
岡

田
三
丁
目
か
ら
八
丁
目
の
住
居

表
示
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
寒
川
駅
北
口
地
区

の
整
備
が
ほ
ぼ
完
了
す
る
た

め
、
換
地
処
分
に
合
わ
せ
町
名

変
更
、
地
番
整
理
が
行
わ
れ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
区
域
の
北
側

地
区
の
住
居
表
示
を
実
施
す
る

も
の
で
す
。

　
ま
た
、
住
居
表
示
の
方
式
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
街
区
方
式

に
よ
り
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
第
１
回
定
例
会
７
月
会
議
で

は
、
２
件
の
議
案
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。
主
な
内
容
を
紹
介
し

ま
す
。

　
車
両
本
体
及
び
搭
載
資
機
材

等
の
老
朽
化
に
伴
い
、
救
助
工

作
車
を
購
入
す
る
も
の
で
す
。

救
助
工
作
車
は
、
火
災
や
交
通

事
故
、
自
然
災
害
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
救
助
事
案
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
多
く
の
装
備
や
救
助
資

機
材
を
搭
載
し
、
救
助
活
動
を

行
う
た
め
の
車
両
で
す
。

　
製
造
物
請
負
契
約
者
は
帝
商

株
式
会
社
横
浜
営
業
所
、
契
約

金
額
は
１
億
１
７
６
１
万
４
０

６
０
円
で
請
負
契
約
を
締
結
す

る
も
の
で
す
。

Q
　
今
回
購
入
す
る
救
助
工
作

車
は
従
来
の
も
の
と
違
っ
た
点

は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う

な
機
能
を
備
え
て
い
る
の
か
。

A
　
基
本
的
に
は
総
務
省
の
省

令
に
基
づ
い
た
装
備
で
す
の

で
、
従
来
の
も
の
と
変
わ
り
ま

せ
ん
。

　
た
だ
し
、
従
来
の
も
の
に
比

べ
、
搭
載
資
機
材
の
計
量
化
や

操
作
性
・
機
能
性
の
向
上
等
を

図
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

Q

　現
在
、
使
用
し
て
い
る
救

助
工
作
車
の
処
分
は
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
。

A
　
売
却
す
る
方
向
で
考
え
て

い
ま
す
。
資
機
材
を
含
め
て
買

い
手
を
探
し
て
い
き
ま
す
。

　
小
出
川
の
河
川
改
修
に
合
わ

せ
て
、
神
奈
川
県
及
び
茅
ヶ
崎

市
と
共
同
で
３
者
協
定
を
結

び
、
町
が
主
体
と
な
り
、
昭
和

42
年
に
架
設
さ
れ
た
聖
天
橋
の

架
け
替
え
を
工
事
を
行
う
も
の

で
す
。

　
工
事
請
負
契
約
は
宇
野
重
工

株
式
会
社
神
奈
川
営
業
所
、
契

約
金
額
は
７
１
２
８
万
円
で
締

結
す
る
も
の
で
す
。

　
第
１
回
定
例
会
９
月
会
議
に

お
い
て
提
案
さ
れ
た
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
は
、
歳

入
歳
出
予
算
を
３
億
４
６
２
６

万
９
千
円
追
加
し
、
予
算
総
額

を
１
４
１
億
７
０
０
９
万
３
千

円
と
す
る
こ
と
に
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

Q

　一
之
宮
小
学
校
に
通
級
指

導
教
室
新
設
（
こ
と
ば
の
教

室
）
の
設
計
委
託
の
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
経
緯

と
な
ぜ
、
一
之
宮
小
学
校
に
新

設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
か
。

　ま
た
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

A
　
現
在
、
町
内
に
１
カ
所
、

小
谷
小
学
校
に
通
級
指
導
教
室

（
こ
と
ば
の
教
室
）
を
設
置
し

て
い
ま
す
が
、
通
級
す
る
児
童

が
増
え
た
こ
と
、
南
部
地
区

に
、
設
置
の
要
望
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
今
回
、
計
上
い
た
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
南
小
学
校
は
特
別
支

援
学
級
を
今
年
度
設
置
し
、
余

裕
教
室
が
無
い
た
め
、
一
之
宮

一
之
宮
小
学
校
に

　
　
　
こ
と
ば
の
教
室
新
設
の

　
　
　
　
　
　
設
計
委
託
を
計
上

質
　
　
疑

質
　
　
疑

救
助
工
作
車
Ⅱ
型
　

　
製
造
物
請
負
契
約
の締

結

聖
天
橋
上
部
製
作

　
工
事
請
負
契
約
の

締
結

寒
川
町
公
の
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定
の

手
続
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

住
居
表
示
を
実
施

す
べ
き
市
街
地
の
区
域

及
び
当
該
区
域
内
の

住
居
表
示
の
方
法
に

つ
い
て

7

月

会

議

9

月

会

議
補

正

予

算

契
約
の
締
結

条
例
の
改
正
な
ど

質
　
　
疑

▲現在の聖天橋の様子（撤去完了後）

▲住居表示を行う岡田地区（赤線の区域内）

▲買い換え予定の救助工作車

▲小谷小学校のことばの教室

【主な財源（歳入）】
●国や県からの補助金など
●まちづくり寄付金
●平成27年度からの繰越金

【主な事業（歳出）】
●財政調整基金への積み立て
●小児医療システム改修委託
●私立幼稚園就園奨励費補助金
●大曲1号線維持工事など
●一之宮小学校通級指導教室新設工事設計委託

259万円
 20万円

2億9,809万円

2億7,905万円
58万円
460万円

 1,400万円
193万円

平成28年度一般会計補正予算（第2号）の主な内容

（表示単位未満は四捨五入）



さむかわ議会だより　180号さむかわ議会だより　180号 1011

9月会議  条例・人事・陳情
一般質問　議員11人が町政を問う

町
長
は
、
平
成
27
年
９
月

会
議
で
、
小
児
医
療
費
助
成
対

象
拡
大
を
図
る
と
所
信
表
明
さ

れ
た
。
こ
の
一
年
、
県
内
各
自

治
体
も
対
象
年
齢
を
拡
大
し
て

い
る
。
湘
南
地
域
子
育
て
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
を
掲
げ
る
当
町
に
お

い
て
も
早
急
に
判
断
を
す
べ
き

と
考
え
、
次
の
点
に
つ
い
て
問

う
。①

こ
の
一
年
、
ど
の
よ
う

な
検
討
を
し
て
き
た
の
か
。

②
シ
ス
テ
ム
改
修
の
内
容

は
。③

中
学
３
年
生
ま
で
拡
大

し
た
場
合
の
影
響
額
は
。

④
財
源
確
保
の
見
込
み
は
。

⑤
政
策
的
に
早
期
導
入
の

判
断
を
す
べ
き
で
は
。

町
長
　
①
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
基
本
目

標
の
中
の
施
策
と
し
て
、
小
児

医
療
費
助
成
事
業
に
お
け
る
対

象
年
齢
の
拡
大
を
掲
げ
ま
し
た
。

そ
の
準
備
作
業
と
し
て
、
小
児

医
療
費
助
成
事
業
シ
ス
テ
ム
改

修
に
か
か
る
費
用
を
９
月
会
議

補
正
予
算
に
計
上
し
ま
し
た
。

⑤
国
や
県
の
動
向
や
、
財

政
状
況
を
精
査
し
来
年
度
中
に

は
着
手
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

健
康
子
ど
も
部
長
　
②
通

院
に
か
か
る
対
象
を
現
在
の
小

学
６
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま

で
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
可
能

と
す
る
も
の
で
す
。
　
　
　
　

③
昨
年
度
の
実
績
か
ら
、

お
よ
そ
２
２
０
０
万
円
か
ら
２

５
０
０
万
円
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。④

国
民
健
康
保
険
制
度
の
国

庫
負
担
の
減
額
調
整
が
廃
止
さ

れ
る
と
な
れ
ば
、
貴
重
な
財
源

の
一
つ
と
な
る
と
考
え
ま
す
。

安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る

セ
ン
タ
ー
の
設
置
を

今
年
５
月
、

児
童
福
祉
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法

律
が
成
立
し
、
そ

の
中
で
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
設
置
と
と
も
に
産

前
産
後
サ
ポ
ー
ト
や
産
後
ケ
ア

事
業
も
推
進
し
て
い
る
。
来
年

度
設
置
予
定
の
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と

は
。ま

た
、
産
後
ケ
ア
の
事
業

内
容
、
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
の
必
要

性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

健
康
子
ど
も
部
長
　
妊
娠

期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
悩
み
等
を
円
滑
に
対
応

し
、
切
れ
目
な
い
支
援
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。
退
院
後
は
さ

ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
各

子
育
て
家
庭
に
合
わ
せ
た
支
援

が
必
要
と
考
え
ま
す
。
妊
娠
期

か
ら
の
継
続
的
な
関
わ
り
の
中

で
、
産
後
間
も
な
い
母
親
に
寄

り
添
い
、
子
育
て
が
軌
道
に
乗

る
ま
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
産
後

ド
ゥ
ー
ラ
の
よ
う
な
役
割
を

（
仮
称
）
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
担
い
支
援
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

第
６
次
寒
川
町
行
政
改
革

プ
ラ
ン
に
よ
る
と
、「
よ
り
柔

軟
で
効
率
的
な
行
政
体
制
の
構

築
」
を
目
指
し
て
、「
施
策
・

事
業
間
の
連
携
を
強
化
す
る
調

整
機
能
を
持
っ
た
組
織
の
設
置

や
職
員
の
配
置
を
行
う
」
こ
と

を
目
標
と
す
る
と
あ
る
。

ま
た
、
同
プ
ラ
ン
の
進
行

管
理
表
に
は
、「
調
整
機
能
の

形
態
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
本
プ
ラ
ン
の
進
捗
に

よ
り
変
化
し
た
業
務
量
の
把
握

を
行
い
、
役
場
組
織
の
見
直
し

（
機
構
改
革
）
を
行
う
」
と
書

か
れ
て
い
る
。

①「
機
構
改
革
」
と
は
、
具

体
的
に
何
を
行
う
の
か
。

②
企
画
政
策
部
の
危
機
管

理
課
は
町
民
部
に
移
し
、
同
部

協
働
文
化
推
進
課
の
防
犯
・
交

通
安
全
部
門
と
一
体
化
さ
せ
た

「
町
民
安
全
課
」
を
設
置
し
て

は
ど
う
か
。

③
課
長
の
数
を
増
や
さ
な

い
た
め
に
、
総
務
部
総
務
課
長

と
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
を

兼
務
さ
せ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

選
挙
管
理
委
員
会
は
独
立
し
た

執
行
機
関
だ
。
総
務
課
長
と
の

兼
務
は
望
ま
し
く
な
い
と
思
う

が
ど
う
か
。

町
長
　
①「
機
構
改
革
」
と

は
、
寒
川
町
自
治
基
本
条
例
第

27
条
に
基
づ
き
、
町
の
組
織
に

つ
い
て
随
時
検
討
し
、
見
直
し

を
行
う
こ
と
で
す
。

今
回
の
機
構
改
革
は
、「
寒

川
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
を
推
進
す
る
た

め
の
組
織
づ
く
り
と
、
喫
緊
の

課
題
、
あ
る
い
は
環
境
の
変
化

へ
対
応
す
る
組
織
づ
く
り
の
２

点
を
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
い
ま
す
。

総
務
部
長
　

②
交
通
安
全
や

防
犯
等
に
関
す
る
事
務
は
、
地

域
や
団
体
、
町
民
と
行
政
が
協

働
し
推
進
す
る
こ
と
が
多
く
あ

る
こ
と
か
ら
、
平
成
25
年
度
の

組
織
の
見
直
し
に
お
い
て
協
働

文
化
推
進
課
の
所
管
と
し
ま
し

た
。現

在
の
体
制
で
３
年
経
過

し
、
町
民
の
方
々
に
定
着
し
て

き
て
は
い
ま
す
が
、
今
後
の
参

考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

③
選
挙
管
理
委
員
会
の
書

記
長
が
一
般
職
を
兼
務
す
る
こ

と
は
法
令
上
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
小
規
模
な
自
治
体

で
は
、兼
務
の
例
が
あ
り
ま
す
。

当
町
に
お
い
て
も
、
以
前
、

兼
務
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

各
種
選
挙
や
総
務
課
長
に
お
け

る
事
務
量
を
鑑
み
た
中
で
、
平

成
25
年
度
に
専
任
の
書
記
長
を

配
置
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
の
案
で
は
、
兼
務
と

し
て
お
り
ま
す
が
、
全
体
の
管

理
職
の
数
を
鑑
み
た
上
で
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

※
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
＝
出
産
後
の
助
成
に
寄
り
添
い
母
親
や
家
事
、
育
児
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
経
験
豊
か
な
女
性
。

※

日米地位協定の抜本的な改定を求める陳情

陳　　情　　名

９月会議では、陳情３件を各委員会で審査し、次のとおりの結果となりました。

情を審査しました陳
委員会の付託先と審査結果 本会議採決

【付 託 先】総務常任委員会
【審査結果】審査継続中

―

町営プール及びさむかわ庭球場の整備に関する陳情
【付 託 先】文教福祉常任委員会
【審査結果】審査継続中

―

介護保険制度における軽度者への給付を継続する旨の
意見書を国に提出することを求める陳情書

【付 託 先】文教福祉常任委員会
【審査結果】審査継続中

―

人 事 案 件

太田 真奈美 議員

中川 登志男 議員

平
成
29
年
４
月
か
ら

　
　
　
小
児
医
療
費
助
成
拡
大
を

町
民
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い

　
　
役
場
の
組
織
・
機
構
の
実
現
を

　10月31日をもって任期満了を迎えるため、教育長として教育委員会を指揮され、教職
員の授業指導力向上への取り組み、児童生徒の学力向上に向けての授業展開など、教育
行政において尽力した大澤氏を新たな教育委員会制度における教育長に選任したいとし
て提案され、投票による採決の結果、同意することに決しました。

教育委員会教育長に 大 澤　文 雄 氏
おお さわ ふみ お

　９月30日をもって任期満了を迎えるため、引き続き、女性の視点を生かした取り組みを期待し、杉﨑氏
を教育委員会委員に任命したいとして提案され、採決の結果、同意することに決しました。

教育委員会委員に 杉 﨑　多 惠 子 氏
すぎ ざき た え こ

人権擁護委員に 日 吉　潤 子 氏
ひ よし じゅん こ

　12月31日をもって任期満了を迎えるため、引き続き、豊富な活動実績があります日吉氏を人権擁護委員
候補者として推薦したいとして提案され、採決の結果、適任とすることに決しました。

本会議インターネット中継・会議録の公開
　寒川町議会では、開かれた議会を目指して、本会議をインターネット
中継しています。町のホームページからアクセスして、ご覧ください。
　また、本会議を詳しく記録した会議録もホームページで公開しており
ますので、ぜひご活用ください。

●11月29日（火）・12月1日（木）・12日（月）・13日（火）／午前9時から
●12月15日（木）／午前10時から

【第1回定例会12月会議ライブ配信（生中継）の予定】



さむかわ議会だより　180号さむかわ議会だより　180号 1011

9月会議  条例・人事・陳情
一般質問　議員11人が町政を問う

町
長
は
、
平
成
27
年
９
月

会
議
で
、
小
児
医
療
費
助
成
対

象
拡
大
を
図
る
と
所
信
表
明
さ

れ
た
。
こ
の
一
年
、
県
内
各
自

治
体
も
対
象
年
齢
を
拡
大
し
て

い
る
。
湘
南
地
域
子
育
て
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
を
掲
げ
る
当
町
に
お

い
て
も
早
急
に
判
断
を
す
べ
き

と
考
え
、
次
の
点
に
つ
い
て
問

う
。①

こ
の
一
年
、
ど
の
よ
う

な
検
討
を
し
て
き
た
の
か
。

②
シ
ス
テ
ム
改
修
の
内
容

は
。③

中
学
３
年
生
ま
で
拡
大

し
た
場
合
の
影
響
額
は
。

④
財
源
確
保
の
見
込
み
は
。

⑤
政
策
的
に
早
期
導
入
の

判
断
を
す
べ
き
で
は
。

町
長
　
①
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
基
本
目

標
の
中
の
施
策
と
し
て
、
小
児

医
療
費
助
成
事
業
に
お
け
る
対

象
年
齢
の
拡
大
を
掲
げ
ま
し
た
。

そ
の
準
備
作
業
と
し
て
、
小
児

医
療
費
助
成
事
業
シ
ス
テ
ム
改

修
に
か
か
る
費
用
を
９
月
会
議

補
正
予
算
に
計
上
し
ま
し
た
。

⑤
国
や
県
の
動
向
や
、
財

政
状
況
を
精
査
し
来
年
度
中
に

は
着
手
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

健
康
子
ど
も
部
長
　
②
通

院
に
か
か
る
対
象
を
現
在
の
小

学
６
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま

で
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
可
能

と
す
る
も
の
で
す
。
　
　
　
　

③
昨
年
度
の
実
績
か
ら
、

お
よ
そ
２
２
０
０
万
円
か
ら
２

５
０
０
万
円
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。④

国
民
健
康
保
険
制
度
の
国

庫
負
担
の
減
額
調
整
が
廃
止
さ

れ
る
と
な
れ
ば
、
貴
重
な
財
源

の
一
つ
と
な
る
と
考
え
ま
す
。

安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る

セ
ン
タ
ー
の
設
置
を

今
年
５
月
、

児
童
福
祉
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法

律
が
成
立
し
、
そ

の
中
で
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
設
置
と
と
も
に
産

前
産
後
サ
ポ
ー
ト
や
産
後
ケ
ア

事
業
も
推
進
し
て
い
る
。
来
年

度
設
置
予
定
の
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と

は
。ま

た
、
産
後
ケ
ア
の
事
業

内
容
、
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
の
必
要

性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

健
康
子
ど
も
部
長
　
妊
娠

期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
悩
み
等
を
円
滑
に
対
応

し
、
切
れ
目
な
い
支
援
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。
退
院
後
は
さ

ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
各

子
育
て
家
庭
に
合
わ
せ
た
支
援

が
必
要
と
考
え
ま
す
。
妊
娠
期

か
ら
の
継
続
的
な
関
わ
り
の
中

で
、
産
後
間
も
な
い
母
親
に
寄

り
添
い
、
子
育
て
が
軌
道
に
乗

る
ま
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
産
後

ド
ゥ
ー
ラ
の
よ
う
な
役
割
を

（
仮
称
）
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
担
い
支
援
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

第
６
次
寒
川
町
行
政
改
革

プ
ラ
ン
に
よ
る
と
、「
よ
り
柔

軟
で
効
率
的
な
行
政
体
制
の
構

築
」
を
目
指
し
て
、「
施
策
・

事
業
間
の
連
携
を
強
化
す
る
調

整
機
能
を
持
っ
た
組
織
の
設
置

や
職
員
の
配
置
を
行
う
」
こ
と

を
目
標
と
す
る
と
あ
る
。

ま
た
、
同
プ
ラ
ン
の
進
行

管
理
表
に
は
、「
調
整
機
能
の

形
態
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
本
プ
ラ
ン
の
進
捗
に

よ
り
変
化
し
た
業
務
量
の
把
握

を
行
い
、
役
場
組
織
の
見
直
し

（
機
構
改
革
）
を
行
う
」
と
書

か
れ
て
い
る
。

①「
機
構
改
革
」
と
は
、
具

体
的
に
何
を
行
う
の
か
。

②
企
画
政
策
部
の
危
機
管

理
課
は
町
民
部
に
移
し
、
同
部

協
働
文
化
推
進
課
の
防
犯
・
交

通
安
全
部
門
と
一
体
化
さ
せ
た

「
町
民
安
全
課
」
を
設
置
し
て

は
ど
う
か
。

③
課
長
の
数
を
増
や
さ
な

い
た
め
に
、
総
務
部
総
務
課
長

と
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
を

兼
務
さ
せ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

選
挙
管
理
委
員
会
は
独
立
し
た

執
行
機
関
だ
。
総
務
課
長
と
の

兼
務
は
望
ま
し
く
な
い
と
思
う

が
ど
う
か
。

町
長
　
①「
機
構
改
革
」
と

は
、
寒
川
町
自
治
基
本
条
例
第

27
条
に
基
づ
き
、
町
の
組
織
に

つ
い
て
随
時
検
討
し
、
見
直
し

を
行
う
こ
と
で
す
。

今
回
の
機
構
改
革
は
、「
寒

川
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
を
推
進
す
る
た

め
の
組
織
づ
く
り
と
、
喫
緊
の

課
題
、
あ
る
い
は
環
境
の
変
化

へ
対
応
す
る
組
織
づ
く
り
の
２

点
を
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
い
ま
す
。

総
務
部
長
　

②
交
通
安
全
や

防
犯
等
に
関
す
る
事
務
は
、
地

域
や
団
体
、
町
民
と
行
政
が
協

働
し
推
進
す
る
こ
と
が
多
く
あ

る
こ
と
か
ら
、
平
成
25
年
度
の

組
織
の
見
直
し
に
お
い
て
協
働

文
化
推
進
課
の
所
管
と
し
ま
し

た
。現

在
の
体
制
で
３
年
経
過

し
、
町
民
の
方
々
に
定
着
し
て

き
て
は
い
ま
す
が
、
今
後
の
参

考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

③
選
挙
管
理
委
員
会
の
書

記
長
が
一
般
職
を
兼
務
す
る
こ

と
は
法
令
上
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
小
規
模
な
自
治
体

で
は
、兼
務
の
例
が
あ
り
ま
す
。

当
町
に
お
い
て
も
、
以
前
、

兼
務
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

各
種
選
挙
や
総
務
課
長
に
お
け

る
事
務
量
を
鑑
み
た
中
で
、
平

成
25
年
度
に
専
任
の
書
記
長
を

配
置
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
の
案
で
は
、
兼
務
と

し
て
お
り
ま
す
が
、
全
体
の
管

理
職
の
数
を
鑑
み
た
上
で
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

※
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
＝
出
産
後
の
助
成
に
寄
り
添
い
母
親
や
家
事
、
育
児
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
経
験
豊
か
な
女
性
。

※

日米地位協定の抜本的な改定を求める陳情

陳　　情　　名

９月会議では、陳情３件を各委員会で審査し、次のとおりの結果となりました。

情を審査しました陳
委員会の付託先と審査結果 本会議採決

【付 託 先】総務常任委員会
【審査結果】審査継続中

―

町営プール及びさむかわ庭球場の整備に関する陳情
【付 託 先】文教福祉常任委員会
【審査結果】審査継続中

―

介護保険制度における軽度者への給付を継続する旨の
意見書を国に提出することを求める陳情書

【付 託 先】文教福祉常任委員会
【審査結果】審査継続中

―

人 事 案 件

太田 真奈美 議員

中川 登志男 議員

平
成
29
年
４
月
か
ら

　
　
　
小
児
医
療
費
助
成
拡
大
を

町
民
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い

　
　
役
場
の
組
織
・
機
構
の
実
現
を

　10月31日をもって任期満了を迎えるため、教育長として教育委員会を指揮され、教職
員の授業指導力向上への取り組み、児童生徒の学力向上に向けての授業展開など、教育
行政において尽力した大澤氏を新たな教育委員会制度における教育長に選任したいとし
て提案され、投票による採決の結果、同意することに決しました。

教育委員会教育長に 大 澤　文 雄 氏
おお さわ ふみ お

　９月30日をもって任期満了を迎えるため、引き続き、女性の視点を生かした取り組みを期待し、杉﨑氏
を教育委員会委員に任命したいとして提案され、採決の結果、同意することに決しました。

教育委員会委員に 杉 﨑　多 惠 子 氏
すぎ ざき た え こ

人権擁護委員に 日 吉　潤 子 氏
ひ よし じゅん こ

　12月31日をもって任期満了を迎えるため、引き続き、豊富な活動実績があります日吉氏を人権擁護委員
候補者として推薦したいとして提案され、採決の結果、適任とすることに決しました。

本会議インターネット中継・会議録の公開
　寒川町議会では、開かれた議会を目指して、本会議をインターネット
中継しています。町のホームページからアクセスして、ご覧ください。
　また、本会議を詳しく記録した会議録もホームページで公開しており
ますので、ぜひご活用ください。

●11月29日（火）・12月1日（木）・12日（月）・13日（火）／午前9時から
●12月15日（木）／午前10時から

【第1回定例会12月会議ライブ配信（生中継）の予定】
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吉田　悟朗 議員

一般質問　議員11人が町政を問う

岸  本 　優 議員佐藤　正憲 議員

山田　政博 議員

多
く
の
町
民
が
ま
ち
づ
く

り
に
参
画
で
き
る
町
と
す
る
た

め
、
次
の
点
を
問
う
。

①
将
来
的
に
自
律
し
た
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、

多
く
の
町
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ

の
参
画
が
重
要
な
要
素
で
あ
る

と
考
え
る
。
町
民
の
参
画
機
会

を
ど
の
よ
う
に
考
え
、
確
保
し

て
い
る
の
か
。

②
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
わ

り
を
望
む
町
民
の
多
く
の
声

を
、
今
後
積
極
的
に
取
り
入
れ

て
い
く
考
え
は
。

③
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
は
、
町
民
の
考
え
を

取
り
入
れ
る
こ
と
と
同
様
、
町

の
施
策
・
事
業
等
の
構
築
に
お

い
て
、
所
管
課
を
越
え
た
横
の

繋
が
り
を
重
視
し
た
取
り
組
み

や
検
討
体
制
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
そ
こ
で
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
な
る
よ
う
な
新
た
な
取
り

組
み
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

町
長
　
①
町
民
の
皆
様
と

対
等
な
立
場
で
協
力
関
係
を
築

く
た
め
に
も
、
参
画
機
会
の
確

保
に
努
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

気
軽
に
参
画
で
き
る
制
度
と
し

て
、
私
の
提
案
、
町
長
へ
の
手

紙
、
計
画
等
を
策
定
す
る
際
に

意
見
を
求
め
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
、
各
審
議
会
等
の
委
員

の
一
般
公
募
な
ど
に
よ
り
、
参

画
機
会
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

②
町
民
の
皆
さ
ん
と
直
接

懇
談
で
き
る
、
ま
ち
づ
く
り
懇

談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
本

年
度
か
ら
は
若
い
方
や
子
育
て

世
代
等
、
次
代
を
担
う
立
場
の

方
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
積
極
的
に
ご
意

見
を
伺
う
機
会
を
設
け
て
い
ま

す
。
　
　

地
域
課
題
等

の
解
決
に
向
け
、

町
民
と
町
が
協
力

し
、
役
割
分
担
を

し
て
実
施
す
る
「
み
ん
な
の
協

働
事
業
提
案
制
度
モ
デ
ル
事

業
」
に
よ
り
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

企
画
政
策
部
長
　
③
こ
れ

ま
で
の
一
例
と
し
て
、
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

調
整
会
議
、
（
仮
称
）
寒
川
町

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
作

業
部
会
等
に
お
い
て
、
各
種
施

策
や
事
業
の
構
築
、
今
後
の
町

公
共
施
設
の
あ
り
方
等
に
つ
い

て
、
若
手
職
員
を
中
心
に
、
所

管
課
に
と
ら
わ
れ
ず
、
全
庁
的

な
目
線
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
気
付
き
や
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
、
行
政
が
抱
え
る

課
題
点
等
を
改
善
し
て
い
こ
う

と
い
う
機
運
の
醸
成
、
所
管
課

を
越
え
た
人
間
関
係
の
構
築

等
、
一
定
の
成
果
・
効
果
が
あ

り
ま
し
た
。
今
後
も
他
の
自
治

体
の
事
例
な
ど
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
横
の
連
携
を
生
か
し
た

新
た
な
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る

よ
う
検
討
し
ま
す
。

地
方
分
権
が
進
む
に
つ
れ

地
方
自
治
体
は
自
ら
の
判
断
と

責
任
に
お
い
て
処
理
す
べ
き
範

囲
が
広
が
り
、
行
政
を
運
営
し

て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
民
間
と
の
連
携
を
強
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

職
員
の
資
質
向
上
に
関
し

て
は
、
平
成
18
年
に
「
さ
む
か

わ
職
員
育
成
プ
ラ
ン
」
が
策
定

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
今
後
、
よ
り
住
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、
職
員
が
学
び
の
場
を

職
場
以
外
に
も
求
め
る
機
会
を

得
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
次

の
点
を
問
う
。

①
町
を
よ
り
良
く
す
る
た

め
、
職
員
の
資
質
向
上
策
に
関

し
現
状
行
っ
て
い
る
施
策
は
。

②
他
自
治
体
と
の
人
事
交

流
の
効
果
と
職
員
へ
の
募
集
等

の
状
況
は
。

③
町
民
の
声
を
取
り
入

れ
、
職
員
の
資
質
向
上
に
繋
げ

る
た
め
に
は
、
職
員
に
広
く
研

修
の
場
、
町
民
と
関
わ
る
場
を

取
り
入
れ
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
町
の
考
え
は
。

町
長
　
①
さ
む
か
わ
２
０

２
０
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
行
政

改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
、
専

門
的
知
識
の
習
得
や
政
策
形
成

能
力
の
向
上
な
ど
、
高
度
な
感

覚
を
身
に
付
け
た
人
材
を
育
成

す
る
こ
と
を
掲
げ
、
職
員
研
修

の
充
実
を
基
本
的
な
方
針
と
し

て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
藤
沢
市
、

茅
ヶ
崎
市
と
の
２
市
１
町
に
よ

る
合
同
研
修
や
茅
ヶ
崎
市
と
の

１
市
１
町
に
よ
る
合
同
研
修
を

進
め
て
い
る
ほ
か
、
さ
む
か
わ

職
員
育
成
プ
ラ

ン
に
掲
げ
る
職

員
像
の
育
成
を

図
る
た
め
、
毎

年
研
修
計
画
を
立
案
し
、
階
層

別
研
修
、
専
門
研
修
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

③
日
ご
ろ
か
ら
、
職
員
に

は
地
域
に
出
て
行
き
、
現
場
を

知
る
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま

す
。
地
域
に
出
る
機
会
を
作
れ

ば
、
自
分
の
仕
事
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
で
き
る
こ
と
も
多
く
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
民
間
企
業
等
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
研
修
、

体
験
な
ど
の
視
点
も
含
め
調
整

し
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

総
務
部
長
　
②
他
の
自
治

体
と
の
人
事
交
流
は
さ
ま
ざ
ま

な
広
域
的
課
題
に
直
面
し
な
が

ら
、
町
で
は
あ
ま
り
事
例
の
な

い
経
験
や
広
域
的
視
点
に
よ
る

行
政
運
営
の
経
験
な
ど
、
経
験

値
の
向
上
や
意
識
改
革
、
コ
ネ

ク
シ
ョ
ン
の
強
化
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

な
お
、
現
状
で
は
、
交
流

す
る
部
門
は
限
ら
れ
て
お
り
、

広
く
職
員
へ
の
募
集
は
し
て
い

ま
せ
ん
。

町
民
の
ま
ち
づ
く
り
の
参
画

　
　
　
　
積
極
的
に
取
り
入
れ
を

▲寒川高校生徒とのまちづくり懇談会

▲「18歳選挙権私たちにできること」ワークショップの様子▲宮山駅周辺の歩道

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

　
　
　
　
職
員
の
資
質
向
上
を
図
れ

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
施
行

を
受
け
、
町
に
お
い
て
も
平
成

24
年
に
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
が

策
定
さ
れ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
は
、
介
護
予
防
や
医
療
費
の

抑
制
に
つ
な
げ
る
健
康
増
進
の

観
点
や
、
心
身
共
に
健
全
な
青

少
年
の
育
成
に
つ
な
げ
る
教
育

的
観
点
で
見
て
も
、
今
後
の
町

の
課
題
と
し
て
非
常
に
重
要
で

あ
る
た
め
、
次
の
点
に
つ
い
て

問
う
。

①
子
ど
も
達
は
、
日
没
が

早
い
冬
季
は
、
学
校
の
運
動
場

で
練
習
が
で
き
な
い
。
こ
の
状

況
に
、
配
慮
す
べ
き
で
は
。

②
大
人
の
団
体
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
達
が
ス
ポ
ー
ツ
す
る
環

境
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
状
況
に

つ
い
て
の
見
解
は
。

③
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
不
適

切
利
用
に
対
す
る
管
理
体
制
の

強
化
は
。

④
寒
川
総
合
体
育
館
の
運

営
に
つ
い
て
、
町
民
の
意
見
を

聞
く
機
会
の
確
保
と
い
う
観
点

か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会

の
議
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
べ

き
で
は
。

⑤
寒
川
総
合
体
育
館
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に
つ
い

て
、
高
齢
者
層
が
通
い
に
く
く

な
っ
た
と
い
う
意
見
に
対
し
、

町
の
対
応
は
。

教
育
次
長
　
①
学
校
施
設

の
運
動
場
の
利
用
は
、
平
日
の

場
合
、
５
月
か
ら
８
月
ま
で
は

17
時
か
ら
19
時
ま
で
。
そ
れ
以

外
の
期
間
は
17
時
か
ら
日
没
ま

で
を
限
度
と
し
て
い
ま
す
。

健
康
子
ど
も
部
長
　
②
施

設
利
用
に
つ
い
て
は
、
団
体
登

録
に
よ
る
予
約
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
、
自
動
抽
選

で
確
定
し
て
い
る

た
め
、
公
平
性
が

保
た
れ
て
い
る
と

考
え
ま
す
。

③
不
適
切
利
用
を
確
認
し

た
場
合
、
当
該
利
用
団
体
に
対

し
て
、
厳
重
注
意
を
し
、
状
況

に
応
じ
て
予
約
制
限
や
団
体
登

録
の
抹
消
等
を
行
い
ま
す
。
今

後
も
利
用
者
の
マ
ナ
ー
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

④
寒
川
総
合
体
育
館
の
所

管
は
都
市
計
画
課
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
審
議
会
は
健
康
ス
ポ
ー
ツ

課
と
な
り
ま
す
が
、
必
要
に
応

じ
て
関
係
部
署
等
と
の
調
整
を

図
り
ま
す
。

都
市
建
設
部
長
　
⑤
４
月

か
ら
指
定
管
理
者
が
変
わ
り
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
施
設
の

改
善
や
一
部
の
利
用
形
態
を
変

更
し
た
こ
と
で
利
用
し
に
く
く

な
っ
た
と
の
ご
意
見
も
あ
り
ま

し
た
。
す
で
に
改
善
し
た
点
も

あ
り
ま
す
が
、
高
齢
者
の
方
達

が
ど
の
よ
う
に
使
い
づ
ら
く

な
っ
た
の
か
具
体
的
に
把
握

し
、
指
定
管
理
者
と
協
議
し
て

更
に
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

当
町
の
こ
れ
ま
で
の
交
通

安
全
対
策
は
、主
と
し
て
「
車
」

中
心
の
対
策
で
あ
り
、
歩
行
者

の
視
点
か
ら
の
道
路
整
備
や
交

通
安
全
対
策
は
十
分
と
は
い
え

な
い
状
況
で
あ
る
。

歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
動
車
が

生
活
道
路
を
通
過
す
る
際
に
、

児
童
の
安
全
を
脅
か
し
、
高
齢

者
が
交
通
事
故
に
巻
き
込
ま
れ

る
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

幅
の
広
い
歩
道
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
、
事
故
の
多
い
交
差

点
に
お
け
る
安
全
な
通
学
路
・

歩
道
の
整
備
対
策
を
問
う
。

町
長
　
現
在
、
町
が
管
理

す
る
道
路
に
対
し
て
の
歩
道
整

備
率
は
約
20
％
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。

通
学
路
に
つ
い
て
は
、
自

動
車
の
運
転
者
に
注
意
を
促
す

目
的
で
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
新
設

の
道
路
改
良
工
事
や
歩
道
設
置

工
事
に
お
い
て
、
歩
道
の
横
断

勾
配
の
緩
和
、
段
差
を
解
消
す

る
ブ
ロ
ッ
ク
設
置
、
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
設
置
等
の
整
備
を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
後
も
で
き
る
限
り
の
安

全
対
策
を
講
じ
、
歩
行
者
の
安

全
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

小
児
医
療
費
助
成
の
拡
充
を

早
急
に
せ
よ

小
児
医
療
費
助
成
制
度
は
、

経
済
的
な
心
配
を
せ
ず
に
子
ど

も
を
病
院
に
連
れ
て
行
け
る
こ

と
か
ら
、子
育
て
支
援
と
し
て
、

ま
た
、
少
子
化
対
策
と
し
て
も

最
も
有
効
な
施
策
の
ひ
と
つ
で

あ
る
。

県
内
で
も
中

学
三
年
生
ま
で

の
拡
充
が
増
え

て
い
る
。
町
は

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
の
中
に
若
い
世
代

が
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環

境
を
整
え
る
施
策
と
し
て
、
小

児
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
を

挙
げ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
内

容
と
実
施
時
期
を
問
う
。

町
長
　
平
成
26
年
８
月
か

ら
通
院
に
か
か
る
医
療
費
助
成

の
対
象
年
齢
を
小
学
校
３
年
生

か
ら
小
学
校
６
年
生
ま
で
拡
充

し
、
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

県
内
で
は
医
療
費
助
成
の
拡
充

に
向
け
た
動
き
が
加
速
し
て
い

ま
す
。

町
と
し
て
は
、
本
年
３
月

に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
基

本
目
標
で
あ
る
「
子
育
て
世
代

が
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育

て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

実
施
時
期
は
、「
国
の
子
ど

も
の
医
療
費
制
度
の
あ
り
方
等

に
関
す
る
検
討
会
」
で
の
結
果

を
参
考
に
、
町
の
財
政
状
況
を

踏
ま
え
、判
断
し
て
い
き
ま
す
。

健
康
増
進
と
教
育
的
観
点
か
ら

　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を

歩
行
者
が
安
心
で
き
る
安
全
な

　
　
　
　
　
　
　
歩
道
整
備
を
望
む

▲倉見スポーツ公園

※
横
断
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配
＝
道
路
の
路
線
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角
方
向
の
勾
配
の
こ
と

※



さむかわ議会だより　180号さむかわ議会だより　180号 1213

吉田　悟朗 議員

一般質問　議員11人が町政を問う

岸  本 　優 議員佐藤　正憲 議員

山田　政博 議員

多
く
の
町
民
が
ま
ち
づ
く

り
に
参
画
で
き
る
町
と
す
る
た

め
、
次
の
点
を
問
う
。

①
将
来
的
に
自
律
し
た
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、

多
く
の
町
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ

の
参
画
が
重
要
な
要
素
で
あ
る

と
考
え
る
。
町
民
の
参
画
機
会

を
ど
の
よ
う
に
考
え
、
確
保
し

て
い
る
の
か
。

②
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
わ

り
を
望
む
町
民
の
多
く
の
声

を
、
今
後
積
極
的
に
取
り
入
れ

て
い
く
考
え
は
。

③
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
は
、
町
民
の
考
え
を

取
り
入
れ
る
こ
と
と
同
様
、
町

の
施
策
・
事
業
等
の
構
築
に
お

い
て
、
所
管
課
を
越
え
た
横
の

繋
が
り
を
重
視
し
た
取
り
組
み

や
検
討
体
制
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
そ
こ
で
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
な
る
よ
う
な
新
た
な
取
り

組
み
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

町
長
　
①
町
民
の
皆
様
と

対
等
な
立
場
で
協
力
関
係
を
築

く
た
め
に
も
、
参
画
機
会
の
確

保
に
努
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

気
軽
に
参
画
で
き
る
制
度
と
し

て
、
私
の
提
案
、
町
長
へ
の
手

紙
、
計
画
等
を
策
定
す
る
際
に

意
見
を
求
め
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
、
各
審
議
会
等
の
委
員

の
一
般
公
募
な
ど
に
よ
り
、
参

画
機
会
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

②
町
民
の
皆
さ
ん
と
直
接

懇
談
で
き
る
、
ま
ち
づ
く
り
懇

談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
本

年
度
か
ら
は
若
い
方
や
子
育
て

世
代
等
、
次
代
を
担
う
立
場
の

方
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
積
極
的
に
ご
意

見
を
伺
う
機
会
を
設
け
て
い
ま

す
。
　
　

地
域
課
題
等

の
解
決
に
向
け
、

町
民
と
町
が
協
力

し
、
役
割
分
担
を

し
て
実
施
す
る
「
み
ん
な
の
協

働
事
業
提
案
制
度
モ
デ
ル
事

業
」
に
よ
り
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

企
画
政
策
部
長
　
③
こ
れ

ま
で
の
一
例
と
し
て
、
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

調
整
会
議
、
（
仮
称
）
寒
川
町

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
作

業
部
会
等
に
お
い
て
、
各
種
施

策
や
事
業
の
構
築
、
今
後
の
町

公
共
施
設
の
あ
り
方
等
に
つ
い

て
、
若
手
職
員
を
中
心
に
、
所

管
課
に
と
ら
わ
れ
ず
、
全
庁
的

な
目
線
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
気
付
き
や
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
、
行
政
が
抱
え
る

課
題
点
等
を
改
善
し
て
い
こ
う

と
い
う
機
運
の
醸
成
、
所
管
課

を
越
え
た
人
間
関
係
の
構
築

等
、
一
定
の
成
果
・
効
果
が
あ

り
ま
し
た
。
今
後
も
他
の
自
治

体
の
事
例
な
ど
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
横
の
連
携
を
生
か
し
た

新
た
な
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る

よ
う
検
討
し
ま
す
。

地
方
分
権
が
進
む
に
つ
れ

地
方
自
治
体
は
自
ら
の
判
断
と

責
任
に
お
い
て
処
理
す
べ
き
範

囲
が
広
が
り
、
行
政
を
運
営
し

て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
民
間
と
の
連
携
を
強
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

職
員
の
資
質
向
上
に
関
し

て
は
、
平
成
18
年
に
「
さ
む
か

わ
職
員
育
成
プ
ラ
ン
」
が
策
定

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
今
後
、
よ
り
住
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、
職
員
が
学
び
の
場
を

職
場
以
外
に
も
求
め
る
機
会
を

得
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
次

の
点
を
問
う
。

①
町
を
よ
り
良
く
す
る
た

め
、
職
員
の
資
質
向
上
策
に
関

し
現
状
行
っ
て
い
る
施
策
は
。

②
他
自
治
体
と
の
人
事
交

流
の
効
果
と
職
員
へ
の
募
集
等

の
状
況
は
。

③
町
民
の
声
を
取
り
入

れ
、
職
員
の
資
質
向
上
に
繋
げ

る
た
め
に
は
、
職
員
に
広
く
研

修
の
場
、
町
民
と
関
わ
る
場
を

取
り
入
れ
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
町
の
考
え
は
。

町
長
　
①
さ
む
か
わ
２
０

２
０
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
行
政

改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
、
専

門
的
知
識
の
習
得
や
政
策
形
成

能
力
の
向
上
な
ど
、
高
度
な
感

覚
を
身
に
付
け
た
人
材
を
育
成

す
る
こ
と
を
掲
げ
、
職
員
研
修

の
充
実
を
基
本
的
な
方
針
と
し

て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
藤
沢
市
、

茅
ヶ
崎
市
と
の
２
市
１
町
に
よ

る
合
同
研
修
や
茅
ヶ
崎
市
と
の

１
市
１
町
に
よ
る
合
同
研
修
を

進
め
て
い
る
ほ
か
、
さ
む
か
わ

職
員
育
成
プ
ラ

ン
に
掲
げ
る
職

員
像
の
育
成
を

図
る
た
め
、
毎

年
研
修
計
画
を
立
案
し
、
階
層

別
研
修
、
専
門
研
修
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

③
日
ご
ろ
か
ら
、
職
員
に

は
地
域
に
出
て
行
き
、
現
場
を

知
る
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま

す
。
地
域
に
出
る
機
会
を
作
れ

ば
、
自
分
の
仕
事
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
で
き
る
こ
と
も
多
く
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
民
間
企
業
等
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
研
修
、

体
験
な
ど
の
視
点
も
含
め
調
整

し
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

総
務
部
長
　
②
他
の
自
治

体
と
の
人
事
交
流
は
さ
ま
ざ
ま

な
広
域
的
課
題
に
直
面
し
な
が

ら
、
町
で
は
あ
ま
り
事
例
の
な

い
経
験
や
広
域
的
視
点
に
よ
る

行
政
運
営
の
経
験
な
ど
、
経
験

値
の
向
上
や
意
識
改
革
、
コ
ネ

ク
シ
ョ
ン
の
強
化
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

な
お
、
現
状
で
は
、
交
流

す
る
部
門
は
限
ら
れ
て
お
り
、

広
く
職
員
へ
の
募
集
は
し
て
い

ま
せ
ん
。

町
民
の
ま
ち
づ
く
り
の
参
画

　
　
　
　
積
極
的
に
取
り
入
れ
を

▲寒川高校生徒とのまちづくり懇談会

▲「18歳選挙権私たちにできること」ワークショップの様子▲宮山駅周辺の歩道

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

　
　
　
　
職
員
の
資
質
向
上
を
図
れ

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
施
行

を
受
け
、
町
に
お
い
て
も
平
成

24
年
に
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
が

策
定
さ
れ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
は
、
介
護
予
防
や
医
療
費
の

抑
制
に
つ
な
げ
る
健
康
増
進
の

観
点
や
、
心
身
共
に
健
全
な
青

少
年
の
育
成
に
つ
な
げ
る
教
育

的
観
点
で
見
て
も
、
今
後
の
町

の
課
題
と
し
て
非
常
に
重
要
で

あ
る
た
め
、
次
の
点
に
つ
い
て

問
う
。

①
子
ど
も
達
は
、
日
没
が

早
い
冬
季
は
、
学
校
の
運
動
場

で
練
習
が
で
き
な
い
。
こ
の
状

況
に
、
配
慮
す
べ
き
で
は
。

②
大
人
の
団
体
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
達
が
ス
ポ
ー
ツ
す
る
環

境
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
状
況
に

つ
い
て
の
見
解
は
。

③
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
不
適

切
利
用
に
対
す
る
管
理
体
制
の

強
化
は
。

④
寒
川
総
合
体
育
館
の
運

営
に
つ
い
て
、
町
民
の
意
見
を

聞
く
機
会
の
確
保
と
い
う
観
点

か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会

の
議
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
べ

き
で
は
。

⑤
寒
川
総
合
体
育
館
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に
つ
い

て
、
高
齢
者
層
が
通
い
に
く
く

な
っ
た
と
い
う
意
見
に
対
し
、

町
の
対
応
は
。

教
育
次
長
　
①
学
校
施
設

の
運
動
場
の
利
用
は
、
平
日
の

場
合
、
５
月
か
ら
８
月
ま
で
は

17
時
か
ら
19
時
ま
で
。
そ
れ
以

外
の
期
間
は
17
時
か
ら
日
没
ま

で
を
限
度
と
し
て
い
ま
す
。

健
康
子
ど
も
部
長
　
②
施

設
利
用
に
つ
い
て
は
、
団
体
登

録
に
よ
る
予
約
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
、
自
動
抽
選

で
確
定
し
て
い
る

た
め
、
公
平
性
が

保
た
れ
て
い
る
と

考
え
ま
す
。

③
不
適
切
利
用
を
確
認
し

た
場
合
、
当
該
利
用
団
体
に
対

し
て
、
厳
重
注
意
を
し
、
状
況

に
応
じ
て
予
約
制
限
や
団
体
登

録
の
抹
消
等
を
行
い
ま
す
。
今

後
も
利
用
者
の
マ
ナ
ー
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

④
寒
川
総
合
体
育
館
の
所

管
は
都
市
計
画
課
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
審
議
会
は
健
康
ス
ポ
ー
ツ

課
と
な
り
ま
す
が
、
必
要
に
応

じ
て
関
係
部
署
等
と
の
調
整
を

図
り
ま
す
。

都
市
建
設
部
長
　
⑤
４
月

か
ら
指
定
管
理
者
が
変
わ
り
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
施
設
の

改
善
や
一
部
の
利
用
形
態
を
変

更
し
た
こ
と
で
利
用
し
に
く
く

な
っ
た
と
の
ご
意
見
も
あ
り
ま

し
た
。
す
で
に
改
善
し
た
点
も

あ
り
ま
す
が
、
高
齢
者
の
方
達

が
ど
の
よ
う
に
使
い
づ
ら
く

な
っ
た
の
か
具
体
的
に
把
握

し
、
指
定
管
理
者
と
協
議
し
て

更
に
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

当
町
の
こ
れ
ま
で
の
交
通

安
全
対
策
は
、主
と
し
て
「
車
」

中
心
の
対
策
で
あ
り
、
歩
行
者

の
視
点
か
ら
の
道
路
整
備
や
交

通
安
全
対
策
は
十
分
と
は
い
え

な
い
状
況
で
あ
る
。

歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
動
車
が

生
活
道
路
を
通
過
す
る
際
に
、

児
童
の
安
全
を
脅
か
し
、
高
齢

者
が
交
通
事
故
に
巻
き
込
ま
れ

る
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

幅
の
広
い
歩
道
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
、
事
故
の
多
い
交
差

点
に
お
け
る
安
全
な
通
学
路
・

歩
道
の
整
備
対
策
を
問
う
。

町
長
　
現
在
、
町
が
管
理

す
る
道
路
に
対
し
て
の
歩
道
整

備
率
は
約
20
％
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。

通
学
路
に
つ
い
て
は
、
自

動
車
の
運
転
者
に
注
意
を
促
す

目
的
で
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
新
設

の
道
路
改
良
工
事
や
歩
道
設
置

工
事
に
お
い
て
、
歩
道
の
横
断

勾
配
の
緩
和
、
段
差
を
解
消
す

る
ブ
ロ
ッ
ク
設
置
、
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
設
置
等
の
整
備
を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
後
も
で
き
る
限
り
の
安

全
対
策
を
講
じ
、
歩
行
者
の
安

全
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

小
児
医
療
費
助
成
の
拡
充
を

早
急
に
せ
よ

小
児
医
療
費
助
成
制
度
は
、

経
済
的
な
心
配
を
せ
ず
に
子
ど

も
を
病
院
に
連
れ
て
行
け
る
こ

と
か
ら
、子
育
て
支
援
と
し
て
、

ま
た
、
少
子
化
対
策
と
し
て
も

最
も
有
効
な
施
策
の
ひ
と
つ
で

あ
る
。

県
内
で
も
中

学
三
年
生
ま
で

の
拡
充
が
増
え

て
い
る
。
町
は

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
の
中
に
若
い
世
代

が
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環

境
を
整
え
る
施
策
と
し
て
、
小

児
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
を

挙
げ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
内

容
と
実
施
時
期
を
問
う
。

町
長
　
平
成
26
年
８
月
か

ら
通
院
に
か
か
る
医
療
費
助
成

の
対
象
年
齢
を
小
学
校
３
年
生

か
ら
小
学
校
６
年
生
ま
で
拡
充

し
、
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

県
内
で
は
医
療
費
助
成
の
拡
充

に
向
け
た
動
き
が
加
速
し
て
い

ま
す
。

町
と
し
て
は
、
本
年
３
月

に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
基

本
目
標
で
あ
る
「
子
育
て
世
代

が
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育

て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

実
施
時
期
は
、「
国
の
子
ど

も
の
医
療
費
制
度
の
あ
り
方
等

に
関
す
る
検
討
会
」
で
の
結
果

を
参
考
に
、
町
の
財
政
状
況
を

踏
ま
え
、判
断
し
て
い
き
ま
す
。

健
康
増
進
と
教
育
的
観
点
か
ら

　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を

歩
行
者
が
安
心
で
き
る
安
全
な

　
　
　
　
　
　
　
歩
道
整
備
を
望
む

▲倉見スポーツ公園

※
横
断
勾
配
＝
道
路
の
路
線
直
角
方
向
の
勾
配
の
こ
と

※
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茅
ヶ
崎
市
の
保
健
所
政
令

市
移
行
に
伴
い
、
平
成
29
年
４

月
か
ら
町
の
保
健
所
業
務
も

茅
ヶ
崎
市
が
行
う
。

①
業
務
移
管
に
つ
い
て
町

の
意
見
の
反
映
は
。

②
老
朽
化
し
た
保
健
所
の

建
物
を
、
当
分
の
間
は
必
要
な

修
繕
を
施
す
と
し
て
い
る
が
、

移
管
後
に
建
て
替
え
や
修
繕
と

な
っ
た
場
合
、
町
の
対
応
は
。

③
５
年
後
の
職
員
配
置

や
、
市
業
務
に
よ
る
情
報
不
足

の
懸
念
が
あ
る
が
、
町
と
し
て

の
把
握
は
。

健
康
子
ど
も
部
長
　
①
昨

年
、
県
か
ら
茅
ヶ
崎
市
の
保
健

所
政
令
市
移
行
に
向
け
、
町
の

意
見
を
求
め
ら
れ
た
中
で
、
町

民
を
対
象
と
す
る
保
健
・
福
祉

事
務
所
業
務
に
関
し
、
県
の
責

任
に
お
い
て
十
分
な
情
報
提
供

と
協
議
、
調
整
を
図
り
、
こ
れ

ま
で
と
同
様
の
機
能
や
役
割
を

確
保
し
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
や
利

便
性
の
低
下
が
無
い
よ
う
確
実

に
実
施
す
る
よ
う
意
見
を
提
出

し
、
そ
の
後
も
引
き
続
き
県
へ

要
望
し
て
い
ま
す
。

②
昭
和
46
年
の
供
用
開
始

以
来
45
年
が
経
過
し
て
い
ま

す
。
現
時
点
で
は
、
県
で
は
建

て
替
え
の
計
画
は
無
く
、
当
分

の
間
庁
舎
と
し
て
使
用
で
き
る

よ
う
平
成
26
年
度
に
空
調
設
備

の
改
修
、
今
年
度
に
は
屋
上
防

水
工
事
を
行
う
こ
と
を
確
認
し

て
い
ま
す
。

③
保
健
所
政
令
市
へ
の
移
行

に
伴
う
町
職
員
の
派
遣
は
無
い

と
確
認
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

引
き
続
き
主
体
的
に
関
わ
り
、

鋭
意
情
報
収
集
に
努
め
十
分
な

協
議
、
調
整
を
図
り
ま
す
。

医
療
・
介
護
保
険
制
度

の
今
後
は

75
歳
以
上
の
窓
口
負
担
や
、

要
介
護
１
・
２
の
生
活
援
助

サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
等
、
医
療
・

介
護
の
制
度
改
正
が
計
画
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
を
国
が
実
施
す

る
と
要
支
援
と
合
わ
せ
約
６
割

の
人
が
介
護
保
険
利
用
か
ら
外

れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
要

介
護
２
以
下
の
福
祉
用
具
貸
与

の
自
己
負
担
発
生
な
ど
も
提
案

さ
れ
て
お
り
、
高
齢
者
の
生
活

を
一
層
圧
迫
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
町
は
把
握

に
努
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

町
長
　
現
在
、
国
の
社
会

保
障
審
議
会
の
医
療
保
険
・
介

護
保
険
部
会
で
議
論
さ
れ
て
お

り
、
本
年
末
に
結
論
が
出
さ

れ
、
新
年
度
に
は
必
要
な
法
改

正
が
行
わ
れ
る
よ
う
で
す
。
町

民
の
負
担
は
も
ち
ろ
ん
、
町
予

算
に
も
大
き
く
関
わ
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
審
議
会
に
お
け
る

検
討
状
況
に
つ
い
て
、
今
後
も

注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

わ
が
国
は
、
過
去
の
戦
争

で
原
爆
を
投
下
さ
れ
核
兵
器
の

恐
し
さ
や
悲
惨
さ
を
体
験
し
、

日
本
国
憲
法
に
お
い
て
平
和
主

義
を
唱
え
て
い
る
。
戦
後
71
年

が
経
過
し
、
憲
法
改
正
論
議
や

安
全
保
障
問
題
、
基
地
問
題
が

政
治
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
平

和
意
識
向
上
の
運
動
や
施
策
が

重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

米
軍
基
地
が
全
国
各
地
に

置
か
れ
、
基
地
が
あ
る
が
故
の

米
軍
機
等
の
事
故
や
米
兵
犯
罪

も
起
き
て
お
り
、
周
辺
住
民
は

日
々
、
恐
怖
を
感
じ
な
が
ら
の

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
精
神

的
苦
痛
は
耐
え
が
た
い
も
の
で

あ
る
。

神
奈
川
県
は
、
沖
縄
県
に

続
い
て
米
軍
基
地
が
多
い
県
で

あ
り
、
町
の
周
辺
に
も
厚
木
基

地
や
横
須
賀
基
地
を
は
じ
め
、

多
く
の
米
軍
施
設
が
集
中
し
て

い
る
。

非
核
平
和
都
市
宣
言
を
掲

げ
る
町
と
し
て
、
次
の
点
に
つ

い
て
問
う
。

①
厚
木
基
地
の
近
隣
自
治

体
と
し
て
、
平
和
に
対
す
る
捉

え
方
は
。

②
平
和
行
事
の
取
り
組
み

と
拡
充
の
推
進
は
。

町
長
　
①
我
が
国
は
、
世

界
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
、
戦

争
、
そ
し
て
核
兵
器
に
よ
る
惨

禍
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
た

め
に
も
、
全
て
の
核
兵
器
の
廃

絶
を
訴
え
続
け
、
悲
惨
な
経
験

を
風
化
さ
せ
ず
、
未
来
を
担
う

世
代
に
平
和
の
尊
さ
を
伝
え
て

い
く
責
務
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
県
内
に
は
12
の
米

軍
施
設
が
あ
り
ま
す
が
、
厚
木

基
地
は
町
か
ら

10
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
圏
内
に
あ

り
、
航
空
機
騒

音
を
は
じ
め
と
す
る
課
題
が
あ

り
ま
す
。

町
と
し
て
は
、
県
や
厚
木

基
地
周
辺
の
自
治
体
と
連
携
し

な
が
ら
、
町
民
の
安
全
・
安
心

と
良
好
な
生
活
環
境
の
確
保
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

町
民
部
長
　
②
今
年
度
で

７
回
目
を
迎
え
る
平
和
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
、
反
戦
・
反
核
の

思
い
と
平
和
の
尊
さ
の
継
承
を

目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
平

塚
空
襲
体
験
の
講
話
、
反
戦
・

平
和
を
題
材
と
し
た
紙
芝
居
や

腹
話
術
、
和
太
鼓
サ
ー
ク
ル
の

演
奏
、
参
加
団
体
の
活
動
紹
介

な
ど
平
和
意
識
の
浸
透
・
高
揚

を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
ど
の
よ
う
な
事

業
が
効
果
的
な
の
か
、
他
の
自

治
体
の
取
り
組
み
な
ど
も
参
考

に
し
、
民
間
団
体
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
事
業
内
容
の
充
実

と
地
域
に
根
ざ
し
た
平
和
事
業

の
推
進
、
反
核
、
平
和
思
想
の

普
及
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

町
の
保
健
所
業
務

　
　
　
　
　
今
後
ど
う
な
る
の
か

▲茅ヶ崎保健福祉事務所

▲平和フェスティバルで行われた腹話術の様子

平
和
行
政
の
推
進
を
図
れ

平
成
11
年
に
男
女
共
同
参

画
社
会
基
本
法
が
成
立
し
た
。

町
で
は
男
女
が
互
い
に
尊
重

し
、
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き

る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
第
４

次
さ
む
か
わ
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
を
策
定
し
た
。
基
本
目
標

は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
男
女

共
同
参
画
の
推
進
、
男
女
の
人

権
の
尊
重
と
異
性
へ
の
暴
力
の

根
絶
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
推

進
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
、
男

女
共
同
参
画
社
会
促
進
の
た
め

の
意
識
づ
く
り
で
あ
る
。
今
年

４
月
、「
女
性
の
職
業
生
活
に

お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る

取
組
に
関
す
る
計
画
」
も
策
定

さ
れ
た
。
男
女
共
同
参
画
社
会

実
現
に
向
け
、次
の
点
を
問
う
。

①
管
理
職
に
占
め
る
女
性

職
員
割
合
の
低
下
要
因
分
析

と
、目
標
値
18
％
へ
の
対
策
は
。

②
女
性
活
躍
の
た
め
の
保

育
環
境
は
十
分
か
。
未
入
所
児

童
数
と
必
要
な
保
育
士
確
保
策

は
。③

女
性
の
視
点
を
生
か
し

た
防
災
対
策
の
今
後
の
取
り
組

み
。④

男
女
共
同
参
画
社
会
実

現
に
向
け
て
の
町
の
課
題
は
。

⑤
町
職
員
に
対
す
る
取
り

組
み
の
実
績
の
公
表
は
。

町
長
　
①
当
時
の
社
会
状

況
か
ら
、
働
く
女
性
が
結
婚
退

職
す
る
こ
と
は
公
務
員
に
限
ら

ず
民
間
企
業
に
お
い
て
も
同
様

の
傾
向
が
あ
り
、
そ
の
影
響
に

よ
り
、
現
在
管
理
職
の
対
象
と

な
る
女
性
職
員
の
減
少
と
捉
え

ま
す
。
目
標
値
達
成
に
向
け
、

研
修
等
人
材
育
成
に
努
め
、
男

女
の
隔
て
な
く
管
理
職
へ
の
登

用
を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。

⑤
時
間
的
制

約
の
あ
る
女
性
で

も
管
理
職
を
目
指

せ
る
環
境
整
備
を

具
体
的
に
示
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

健
康
子
ど
も
部
長
　
②
平

成
28
年
４
月
時
点
で
の
未
入
所

児
童
は
44
名
に
な
り
ま
す
。
配

置
基
準
か
ら
単
純
計
算
を
す
る

と
必
要
な
保
育
士
の
人
数
は
11

名
に
な
り
ま
す
。
保
育
園
は
民

間
企
業
で
す
が
、
保
育
士
求
人

に
つ
い
て
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
の
活
用
が
で
き
な
い
か
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

企
画
政
策
部
長
　
③
避
難

所
運
営
連
絡
会
の
中
で
、
来
年

度
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

改
定
に
向
け
、
女
性
の
視
点
が

よ
り
よ
く
反
映
さ
れ
る
仕
組
み

づ
く
り
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

町
民
部
長
　
④
各
事
業
の

実
効
性
を
高
め
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
ま
す
。
さ
む
か
わ
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
推
進
会
議
と

連
携
を
図
り
、
各
事
業
の
進
捗

状
況
を
管
理
し
、
ま
た
各
課
同

士
で
確
認
や
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る

等
、
自
発
的
な
取
り
組
み
も
必

要
と
考
え
ま
す
。

農
業
・
商
工
業
・
観
光
振

興
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

次
の
点
を
問
う
。

①
現
状
と
課
題
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
、課
題
解
決
に
向
け
、

平
成
29
年
度
以
降
は
ど
の
よ
う

な
施
策
を
実
施
す
る
の
か
。

②
平
成
26
年
度
か
ら
３
年

間
、
観
光
協
会
の
自
主
独
立
を

目
的
と
し
て
補
助
金
を
増
額
し

た
が
、
最
終
年
度
を
迎
え
、
目

的
は
達
成
で
き
る
の
か
。

③
観
光
協
会
が
実
施
し
て

い
る
事
業
を
、
仮
に
町
で
行
う

と
し
た
ら
、
経
費
は
ど
の
程
度

か
か
る
の
か
。

町
長
　
①
農
業
の
課
題
は

担
い
手
不
足
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
、今
後
も
J
A
と
連
携
し
て
、

地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
者
の

確
保
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま

す
。商

工
業
で
は
、
経
営
が
厳

し
い
状
況
の
企
業
が
多
く
、
今

年
度
か
ら
、
企
業
へ
の
支
援
の

強
化
を
目
的
に
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
事
業
を
進
め
て

お
り
、
今
後
は
企
業
が
安
定
的

な
経
営
が
で
き
る
体
制
を
整
え

る
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。観

光
振
興
で
は
、
観
光
協
会

の
あ
る
べ
き
姿
、
進
む
べ
き
方

向
性
が
定
ま
っ
て
い
な
い
状
況

で
す
。
今
後
は
、
町
の
魅
力
の

発
掘
に
努
め
、
他
市
町
と
は
異

な
る
事
業
を
進
め
、
進
む
べ
き

方
向
性
を
定
め
て
い
き
ま
す
。

環
境
経
済
部
長
　
②
営
業

時
間
の
延
長
な
ど
に
よ
る
利
便

性
の
向
上
や
、
法
人
化
組
織
へ

移
行
し
、
職
員
体
制
を
整
え
た

こ
と
に
よ
る
強
化
を
図
り
、
観

光
協
会
の
認
知
度
も
向
上
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
現

状
で
は
独
立
採

算
の
見
通
し
が

つ
い
て
い
な
い

状
況
で
す
が
、

引
き
続
き
、
自
主
財
源
の
獲
得

に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。③

町
が
観
光
協
会
の
業
務

を
行
っ
た
場
合
、
同
じ
職
員
数

で
積
算
す
る
と
約
３
０
０
０
万

円
程
度
の
経
費
が
必
要
に
な
る

か
と
思
わ
れ
ま
す
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に

特
化
し
た
部
署
の
設
置
を

①
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
特

化
し
た
部
署
の
設
置
と
今
後
の

方
針
は
。

②
専
門
知
識
を
有
す
る
人

材
の
活
用
と
、
町
民
ニ
ー
ズ
の

把
握
と
デ
ー
タ
蓄
積
を
図
る

「
ウ
ェ
ブ
モ
ニ
タ
ー
制
度
」
の

導
入
の
可
能
性
は
。

町
長
　
①
平
成
29
年
度
か

ら
設
置
し
て
い
き
ま
す
。

総
務
部
長
　
②
町
民
の
意

見
や
考
え
、
ニ
ー
ズ
な
ど
を
情

報
収
集
し
、
施
策
反
映
に
つ
な

げ
る
た
め
の
ツ
ー
ル
の
ひ
と
つ

と
し
て
考
え
、
今
後
の
町
の
取

り
組
み
の
参
考
に
し
て
い
き
ま

す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の

　
　
　
　
　
　
　
実
現
に
向
け
て

農
業
・
商
工
業
・
観
光
振
興
の

　
　
　
　
　
　
　
課
題
解
決
を
図
れ

▲大いににぎわう初開催のさむかわ夏祭り

※
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
＝
地
域
経
済
を
「
庭
」、
地
元
の
中
小
企
業
を
「
植
物
」
に
見
立
て
、
地
域
と
い
う
土
壌
を
生
か
し
て

地
元
の
中
小
企
業
を
大
切
に
育
て
る
こ
と
に
よ
り
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
政
策
。

※
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茅
ヶ
崎
市
の
保
健
所
政
令

市
移
行
に
伴
い
、
平
成
29
年
４

月
か
ら
町
の
保
健
所
業
務
も

茅
ヶ
崎
市
が
行
う
。

①
業
務
移
管
に
つ
い
て
町

の
意
見
の
反
映
は
。

②
老
朽
化
し
た
保
健
所
の

建
物
を
、
当
分
の
間
は
必
要
な

修
繕
を
施
す
と
し
て
い
る
が
、

移
管
後
に
建
て
替
え
や
修
繕
と

な
っ
た
場
合
、
町
の
対
応
は
。

③
５
年
後
の
職
員
配
置

や
、
市
業
務
に
よ
る
情
報
不
足

の
懸
念
が
あ
る
が
、
町
と
し
て

の
把
握
は
。

健
康
子
ど
も
部
長
　
①
昨

年
、
県
か
ら
茅
ヶ
崎
市
の
保
健

所
政
令
市
移
行
に
向
け
、
町
の

意
見
を
求
め
ら
れ
た
中
で
、
町

民
を
対
象
と
す
る
保
健
・
福
祉

事
務
所
業
務
に
関
し
、
県
の
責

任
に
お
い
て
十
分
な
情
報
提
供

と
協
議
、
調
整
を
図
り
、
こ
れ

ま
で
と
同
様
の
機
能
や
役
割
を

確
保
し
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
や
利

便
性
の
低
下
が
無
い
よ
う
確
実

に
実
施
す
る
よ
う
意
見
を
提
出

し
、
そ
の
後
も
引
き
続
き
県
へ

要
望
し
て
い
ま
す
。

②
昭
和
46
年
の
供
用
開
始

以
来
45
年
が
経
過
し
て
い
ま

す
。
現
時
点
で
は
、
県
で
は
建

て
替
え
の
計
画
は
無
く
、
当
分

の
間
庁
舎
と
し
て
使
用
で
き
る

よ
う
平
成
26
年
度
に
空
調
設
備

の
改
修
、
今
年
度
に
は
屋
上
防

水
工
事
を
行
う
こ
と
を
確
認
し

て
い
ま
す
。

③
保
健
所
政
令
市
へ
の
移
行

に
伴
う
町
職
員
の
派
遣
は
無
い

と
確
認
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

引
き
続
き
主
体
的
に
関
わ
り
、

鋭
意
情
報
収
集
に
努
め
十
分
な

協
議
、
調
整
を
図
り
ま
す
。

医
療
・
介
護
保
険
制
度

の
今
後
は

75
歳
以
上
の
窓
口
負
担
や
、

要
介
護
１
・
２
の
生
活
援
助

サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
等
、
医
療
・

介
護
の
制
度
改
正
が
計
画
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
を
国
が
実
施
す

る
と
要
支
援
と
合
わ
せ
約
６
割

の
人
が
介
護
保
険
利
用
か
ら
外

れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
要

介
護
２
以
下
の
福
祉
用
具
貸
与

の
自
己
負
担
発
生
な
ど
も
提
案

さ
れ
て
お
り
、
高
齢
者
の
生
活

を
一
層
圧
迫
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
町
は
把
握

に
努
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

町
長
　
現
在
、
国
の
社
会

保
障
審
議
会
の
医
療
保
険
・
介

護
保
険
部
会
で
議
論
さ
れ
て
お

り
、
本
年
末
に
結
論
が
出
さ

れ
、
新
年
度
に
は
必
要
な
法
改

正
が
行
わ
れ
る
よ
う
で
す
。
町

民
の
負
担
は
も
ち
ろ
ん
、
町
予

算
に
も
大
き
く
関
わ
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
審
議
会
に
お
け
る

検
討
状
況
に
つ
い
て
、
今
後
も

注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

わ
が
国
は
、
過
去
の
戦
争

で
原
爆
を
投
下
さ
れ
核
兵
器
の

恐
し
さ
や
悲
惨
さ
を
体
験
し
、

日
本
国
憲
法
に
お
い
て
平
和
主

義
を
唱
え
て
い
る
。
戦
後
71
年

が
経
過
し
、
憲
法
改
正
論
議
や

安
全
保
障
問
題
、
基
地
問
題
が

政
治
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
平

和
意
識
向
上
の
運
動
や
施
策
が

重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

米
軍
基
地
が
全
国
各
地
に

置
か
れ
、
基
地
が
あ
る
が
故
の

米
軍
機
等
の
事
故
や
米
兵
犯
罪

も
起
き
て
お
り
、
周
辺
住
民
は

日
々
、
恐
怖
を
感
じ
な
が
ら
の

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
精
神

的
苦
痛
は
耐
え
が
た
い
も
の
で

あ
る
。

神
奈
川
県
は
、
沖
縄
県
に

続
い
て
米
軍
基
地
が
多
い
県
で

あ
り
、
町
の
周
辺
に
も
厚
木
基

地
や
横
須
賀
基
地
を
は
じ
め
、

多
く
の
米
軍
施
設
が
集
中
し
て

い
る
。

非
核
平
和
都
市
宣
言
を
掲

げ
る
町
と
し
て
、
次
の
点
に
つ

い
て
問
う
。

①
厚
木
基
地
の
近
隣
自
治

体
と
し
て
、
平
和
に
対
す
る
捉

え
方
は
。

②
平
和
行
事
の
取
り
組
み

と
拡
充
の
推
進
は
。

町
長
　
①
我
が
国
は
、
世

界
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
、
戦

争
、
そ
し
て
核
兵
器
に
よ
る
惨

禍
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
た

め
に
も
、
全
て
の
核
兵
器
の
廃

絶
を
訴
え
続
け
、
悲
惨
な
経
験

を
風
化
さ
せ
ず
、
未
来
を
担
う

世
代
に
平
和
の
尊
さ
を
伝
え
て

い
く
責
務
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
県
内
に
は
12
の
米

軍
施
設
が
あ
り
ま
す
が
、
厚
木

基
地
は
町
か
ら

10
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
圏
内
に
あ

り
、
航
空
機
騒

音
を
は
じ
め
と
す
る
課
題
が
あ

り
ま
す
。

町
と
し
て
は
、
県
や
厚
木

基
地
周
辺
の
自
治
体
と
連
携
し

な
が
ら
、
町
民
の
安
全
・
安
心

と
良
好
な
生
活
環
境
の
確
保
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

町
民
部
長
　
②
今
年
度
で

７
回
目
を
迎
え
る
平
和
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
、
反
戦
・
反
核
の

思
い
と
平
和
の
尊
さ
の
継
承
を

目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
平

塚
空
襲
体
験
の
講
話
、
反
戦
・

平
和
を
題
材
と
し
た
紙
芝
居
や

腹
話
術
、
和
太
鼓
サ
ー
ク
ル
の

演
奏
、
参
加
団
体
の
活
動
紹
介

な
ど
平
和
意
識
の
浸
透
・
高
揚

を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
ど
の
よ
う
な
事

業
が
効
果
的
な
の
か
、
他
の
自

治
体
の
取
り
組
み
な
ど
も
参
考

に
し
、
民
間
団
体
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
事
業
内
容
の
充
実

と
地
域
に
根
ざ
し
た
平
和
事
業

の
推
進
、
反
核
、
平
和
思
想
の

普
及
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

町
の
保
健
所
業
務

　
　
　
　
　
今
後
ど
う
な
る
の
か

▲茅ヶ崎保健福祉事務所

▲平和フェスティバルで行われた腹話術の様子

平
和
行
政
の
推
進
を
図
れ

平
成
11
年
に
男
女
共
同
参

画
社
会
基
本
法
が
成
立
し
た
。

町
で
は
男
女
が
互
い
に
尊
重

し
、
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き

る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
第
４

次
さ
む
か
わ
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
を
策
定
し
た
。
基
本
目
標

は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
男
女

共
同
参
画
の
推
進
、
男
女
の
人

権
の
尊
重
と
異
性
へ
の
暴
力
の

根
絶
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
推

進
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
、
男

女
共
同
参
画
社
会
促
進
の
た
め

の
意
識
づ
く
り
で
あ
る
。
今
年

４
月
、「
女
性
の
職
業
生
活
に

お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る

取
組
に
関
す
る
計
画
」
も
策
定

さ
れ
た
。
男
女
共
同
参
画
社
会

実
現
に
向
け
、次
の
点
を
問
う
。

①
管
理
職
に
占
め
る
女
性

職
員
割
合
の
低
下
要
因
分
析

と
、目
標
値
18
％
へ
の
対
策
は
。

②
女
性
活
躍
の
た
め
の
保

育
環
境
は
十
分
か
。
未
入
所
児

童
数
と
必
要
な
保
育
士
確
保
策

は
。③

女
性
の
視
点
を
生
か
し

た
防
災
対
策
の
今
後
の
取
り
組

み
。④

男
女
共
同
参
画
社
会
実

現
に
向
け
て
の
町
の
課
題
は
。

⑤
町
職
員
に
対
す
る
取
り

組
み
の
実
績
の
公
表
は
。

町
長
　
①
当
時
の
社
会
状

況
か
ら
、
働
く
女
性
が
結
婚
退

職
す
る
こ
と
は
公
務
員
に
限
ら

ず
民
間
企
業
に
お
い
て
も
同
様

の
傾
向
が
あ
り
、
そ
の
影
響
に

よ
り
、
現
在
管
理
職
の
対
象
と

な
る
女
性
職
員
の
減
少
と
捉
え

ま
す
。
目
標
値
達
成
に
向
け
、

研
修
等
人
材
育
成
に
努
め
、
男

女
の
隔
て
な
く
管
理
職
へ
の
登

用
を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。

⑤
時
間
的
制

約
の
あ
る
女
性
で

も
管
理
職
を
目
指

せ
る
環
境
整
備
を

具
体
的
に
示
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

健
康
子
ど
も
部
長
　
②
平

成
28
年
４
月
時
点
で
の
未
入
所

児
童
は
44
名
に
な
り
ま
す
。
配

置
基
準
か
ら
単
純
計
算
を
す
る

と
必
要
な
保
育
士
の
人
数
は
11

名
に
な
り
ま
す
。
保
育
園
は
民

間
企
業
で
す
が
、
保
育
士
求
人

に
つ
い
て
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
の
活
用
が
で
き
な
い
か
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

企
画
政
策
部
長
　
③
避
難

所
運
営
連
絡
会
の
中
で
、
来
年

度
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

改
定
に
向
け
、
女
性
の
視
点
が

よ
り
よ
く
反
映
さ
れ
る
仕
組
み

づ
く
り
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

町
民
部
長
　
④
各
事
業
の

実
効
性
を
高
め
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
ま
す
。
さ
む
か
わ
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
推
進
会
議
と

連
携
を
図
り
、
各
事
業
の
進
捗

状
況
を
管
理
し
、
ま
た
各
課
同

士
で
確
認
や
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る

等
、
自
発
的
な
取
り
組
み
も
必

要
と
考
え
ま
す
。

農
業
・
商
工
業
・
観
光
振

興
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

次
の
点
を
問
う
。

①
現
状
と
課
題
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
、課
題
解
決
に
向
け
、

平
成
29
年
度
以
降
は
ど
の
よ
う

な
施
策
を
実
施
す
る
の
か
。

②
平
成
26
年
度
か
ら
３
年

間
、
観
光
協
会
の
自
主
独
立
を

目
的
と
し
て
補
助
金
を
増
額
し

た
が
、
最
終
年
度
を
迎
え
、
目

的
は
達
成
で
き
る
の
か
。

③
観
光
協
会
が
実
施
し
て

い
る
事
業
を
、
仮
に
町
で
行
う

と
し
た
ら
、
経
費
は
ど
の
程
度

か
か
る
の
か
。

町
長
　
①
農
業
の
課
題
は

担
い
手
不
足
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
、今
後
も
J
A
と
連
携
し
て
、

地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
者
の

確
保
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま

す
。商

工
業
で
は
、
経
営
が
厳

し
い
状
況
の
企
業
が
多
く
、
今

年
度
か
ら
、
企
業
へ
の
支
援
の

強
化
を
目
的
に
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
事
業
を
進
め
て

お
り
、
今
後
は
企
業
が
安
定
的

な
経
営
が
で
き
る
体
制
を
整
え

る
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。観

光
振
興
で
は
、
観
光
協
会

の
あ
る
べ
き
姿
、
進
む
べ
き
方

向
性
が
定
ま
っ
て
い
な
い
状
況

で
す
。
今
後
は
、
町
の
魅
力
の

発
掘
に
努
め
、
他
市
町
と
は
異

な
る
事
業
を
進
め
、
進
む
べ
き

方
向
性
を
定
め
て
い
き
ま
す
。

環
境
経
済
部
長
　
②
営
業

時
間
の
延
長
な
ど
に
よ
る
利
便

性
の
向
上
や
、
法
人
化
組
織
へ

移
行
し
、
職
員
体
制
を
整
え
た

こ
と
に
よ
る
強
化
を
図
り
、
観

光
協
会
の
認
知
度
も
向
上
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
現

状
で
は
独
立
採

算
の
見
通
し
が

つ
い
て
い
な
い

状
況
で
す
が
、

引
き
続
き
、
自
主
財
源
の
獲
得

に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。③

町
が
観
光
協
会
の
業
務

を
行
っ
た
場
合
、
同
じ
職
員
数

で
積
算
す
る
と
約
３
０
０
０
万

円
程
度
の
経
費
が
必
要
に
な
る

か
と
思
わ
れ
ま
す
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に

特
化
し
た
部
署
の
設
置
を

①
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
特

化
し
た
部
署
の
設
置
と
今
後
の

方
針
は
。

②
専
門
知
識
を
有
す
る
人

材
の
活
用
と
、
町
民
ニ
ー
ズ
の

把
握
と
デ
ー
タ
蓄
積
を
図
る

「
ウ
ェ
ブ
モ
ニ
タ
ー
制
度
」
の

導
入
の
可
能
性
は
。

町
長
　
①
平
成
29
年
度
か

ら
設
置
し
て
い
き
ま
す
。

総
務
部
長
　
②
町
民
の
意

見
や
考
え
、
ニ
ー
ズ
な
ど
を
情

報
収
集
し
、
施
策
反
映
に
つ
な

げ
る
た
め
の
ツ
ー
ル
の
ひ
と
つ

と
し
て
考
え
、
今
後
の
町
の
取

り
組
み
の
参
考
に
し
て
い
き
ま

す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の

　
　
　
　
　
　
　
実
現
に
向
け
て

農
業
・
商
工
業
・
観
光
振
興
の

　
　
　
　
　
　
　
課
題
解
決
を
図
れ

▲大いににぎわう初開催のさむかわ夏祭り

※
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
＝
地
域
経
済
を
「
庭
」、
地
元
の
中
小
企
業
を
「
植
物
」
に
見
立
て
、
地
域
と
い
う
土
壌
を
生
か
し
て

地
元
の
中
小
企
業
を
大
切
に
育
て
る
こ
と
に
よ
り
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
政
策
。

※
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認
知
症
は
決
し
て
他
人
事

で
は
な
く
、
誰
も
が
発
症
す
る

可
能
性
の
あ
る
身
近
な
病
気
で

あ
る
。
日
頃
か
ら
自
分
自
身
や

家
族
に
置
き
換
え
考
え
る
こ
と

が
、
今
こ
そ
必
要
で
あ
る
。
認

知
症
の
人
も
、
そ
う
で
な
い
人

も
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
地
域
社
会
の
構
築
に
向

け
、
次
の
点
を
問
う
。

①
認
知
症
への
取
り
組
み
は
。

②
認
知
症
へ
の
理
解
を
深

め
る
た
め
の
、
普
及
啓
発
は
。

③
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を

増
や
す
方
法
は
。

④
認
知
症
地
域
推
進
委
員

が
必
要
で
は
な
い
か
。

⑤
藤
沢
市
の
「
お
れ
ん
じ

リ
ン
グ
湘
南
」
の
よ
う
な
、
認

知
症
の
人
や
介
護
中
の
家
族
、

地
域
住
民
等
、
皆
が
集
え
る
場

所
づ
く
り
の
考
え
は
。

町
長
　
①
第
６
次
寒
川
町

高
齢
者
保
険
福
祉
計
画
に
お
い

て
、新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、認
知
症
の
人
の
意
思
が
尊

重
さ
れ
、で
き
る
限
り
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

⑤
現
在
、
悩
み
の
共
有
や

経
験
者
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
を
聞
く
場
と
し
て
、
認
知
症

の
家
族
の
方
が
主
催
す
る
介
護

者
の
集
い
が
月
１
回
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
要
望
が
あ
れ
ば
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
専

門
職
を
派
遣
で
き
る
体
制
も
、

今
後
具
体
化
し
て
い
き
ま
す
。

福
祉
部
長
　
②
高
齢
者
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
・
配
布
及

び
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
開
催
し
、
認
知
症
へ
の
理

解
を
広
め
、
普
及
啓
発
を
行
っ

て
い
ま
す
。

④
来
年
度
か

ら
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
配
置

を
予
定
し
て
お

り
、
現
在
、
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
を
県
の
研
修
に
参
加

さ
せ
、
認
知
症
地
域
支
援
推
進

員
と
し
て
養
成
し
て
い
ま
す
。

教
育
長
　
③
中
学
３
年
生

を
対
象
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

町
営
プ
ー
ル
や
庭
球
場

　至
急
再
整
備
せ
よ

町
営
プ
ー
ル
は
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
、
健
康
と
絆
づ

く
り
の
場
と
な
り
、
ま
た
、
体

の
不
自
由
な
方
の
体
力
作
り
や

リ
ハ
ビ
リ
に
も
最
適
で
あ
る
。

町
民
の
健
康
増
進
な
く
し
て
町

は
成
り
立
た
な
い
。
再
整
備
の

要
望
に
、
ど
う
応
え
る
の
か
。

町
長
　
（
仮
称
）
寒
川
町

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
内

部
策
定
委
員
会
の
中
間
報
告
を

い
た
し
ま
し
た
が
、
今
後
、
外

部
策
定
委
員
会
の
提
案
や
一
般

公
募
案
等
を
踏
ま
え
、
最
終
的

な
計
画
案
を
策
定
し
て
ま
い
り

ま
す
。

認
知
症
で
も
自
分
ら
し
く

　
　
　暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
を

▲認知症サポーターステップアップ講座教材

会派名

議
決
結
果

佐
藤

正
憲

柳
下

雅
子

細
川

京
三

山
田

政
博

喜
多
村

出

太
田
真
奈
美

関
口

光
男

黒
沢

善
行

吉
田

悟
朗

佐
藤

一
夫

早
乙
女

昭

小
栗

裕
治

斎
藤

恒
雄

杉
﨑

隆
之

岸
本

優

横
手

晃

藤
沢
喜
代
治

中
川
登
志
男

34 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

35 寒川町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について 原案可決 ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36 寒川文書館条例の一部改正について 原案可決 退 ● ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 寒川町立公民館条例の一部改正について 原案可決 ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 寒川総合図書館条例の一部改正について 原案可決 ○ ● ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39 寒川町立文化福祉会館条例の一部改正について 原案可決 ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

40 平成28年度寒川町一般会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見書
第３号 神奈川県最低賃金改定等に関する意見書の提出について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情
第６号 所得税法第56条廃止の意見書を国に提出することを求める陳情 不採択 ● ● ○ ○ ○ ● ● - ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

陳情
第８号 神奈川県最低賃金改定等に関する陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出
議案第1号 議案第37号　寒川町立公民館条例の一部改正についてに対する附帯決議 原案可決 ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出
議案第2号 議案第39号　寒川町立文化福祉会館条例の一部改正についてに対する附帯決議 原案可決 ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出
議案第3号 議案第38号　寒川総合図書館条例の一部改正についてに対する附帯決議 原案可決 ○ ● ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

湘風クラブ

議案
番号 審議結果<6月会議>

フォーラム志 日本共産党 公明党 民社クラブ

○：賛成  ●：反対  退：退席 （黒沢議長は、表決には加わりません。中川議員は、会派に属さない議員です） 

さむかわ議会だより第179号（平成28年8月1日発行）14ページに掲載しました、審議結果〈6月会議〉の記事
中、岸本優議員の賛否を掲載していない誤りがありました。
 正しくは次のとおりです。おわびして、訂正いたします。

さむかわ議会だより第179号　おわびと訂正



さむかわ議会だより　180号さむかわ議会だより　180号 1617

一般質問　議員11人が町政を問う

斎藤　恒雄 議員

認
知
症
は
決
し
て
他
人
事

で
は
な
く
、
誰
も
が
発
症
す
る

可
能
性
の
あ
る
身
近
な
病
気
で

あ
る
。
日
頃
か
ら
自
分
自
身
や

家
族
に
置
き
換
え
考
え
る
こ
と

が
、
今
こ
そ
必
要
で
あ
る
。
認

知
症
の
人
も
、
そ
う
で
な
い
人

も
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
地
域
社
会
の
構
築
に
向

け
、
次
の
点
を
問
う
。

①
認
知
症
への
取
り
組
み
は
。

②
認
知
症
へ
の
理
解
を
深

め
る
た
め
の
、
普
及
啓
発
は
。

③
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を

増
や
す
方
法
は
。

④
認
知
症
地
域
推
進
委
員

が
必
要
で
は
な
い
か
。

⑤
藤
沢
市
の
「
お
れ
ん
じ

リ
ン
グ
湘
南
」
の
よ
う
な
、
認

知
症
の
人
や
介
護
中
の
家
族
、

地
域
住
民
等
、
皆
が
集
え
る
場

所
づ
く
り
の
考
え
は
。

町
長
　
①
第
６
次
寒
川
町

高
齢
者
保
険
福
祉
計
画
に
お
い

て
、新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、認
知
症
の
人
の
意
思
が
尊

重
さ
れ
、で
き
る
限
り
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

⑤
現
在
、
悩
み
の
共
有
や

経
験
者
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
を
聞
く
場
と
し
て
、
認
知
症

の
家
族
の
方
が
主
催
す
る
介
護

者
の
集
い
が
月
１
回
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
要
望
が
あ
れ
ば
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
専

門
職
を
派
遣
で
き
る
体
制
も
、

今
後
具
体
化
し
て
い
き
ま
す
。

福
祉
部
長
　
②
高
齢
者
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
・
配
布
及

び
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
開
催
し
、
認
知
症
へ
の
理

解
を
広
め
、
普
及
啓
発
を
行
っ

て
い
ま
す
。

④
来
年
度
か

ら
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
配
置

を
予
定
し
て
お

り
、
現
在
、
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
を
県
の
研
修
に
参
加

さ
せ
、
認
知
症
地
域
支
援
推
進

員
と
し
て
養
成
し
て
い
ま
す
。

教
育
長
　
③
中
学
３
年
生

を
対
象
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

町
営
プ
ー
ル
や
庭
球
場

　至
急
再
整
備
せ
よ

町
営
プ
ー
ル
は
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
、
健
康
と
絆
づ

く
り
の
場
と
な
り
、
ま
た
、
体

の
不
自
由
な
方
の
体
力
作
り
や

リ
ハ
ビ
リ
に
も
最
適
で
あ
る
。

町
民
の
健
康
増
進
な
く
し
て
町

は
成
り
立
た
な
い
。
再
整
備
の

要
望
に
、
ど
う
応
え
る
の
か
。

町
長
　
（
仮
称
）
寒
川
町

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
内

部
策
定
委
員
会
の
中
間
報
告
を

い
た
し
ま
し
た
が
、
今
後
、
外

部
策
定
委
員
会
の
提
案
や
一
般

公
募
案
等
を
踏
ま
え
、
最
終
的

な
計
画
案
を
策
定
し
て
ま
い
り

ま
す
。

認
知
症
で
も
自
分
ら
し
く

　
　
　暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
を

▲認知症サポーターステップアップ講座教材

会派名

議
決
結
果

佐
藤

正
憲

柳
下

雅
子

細
川

京
三

山
田

政
博

喜
多
村

出

太
田
真
奈
美

関
口

光
男

黒
沢

善
行

吉
田

悟
朗

佐
藤

一
夫

早
乙
女

昭

小
栗

裕
治

斎
藤

恒
雄

杉
﨑

隆
之

岸
本

優

横
手

晃

藤
沢
喜
代
治

中
川
登
志
男

34 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

35 寒川町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について 原案可決 ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36 寒川文書館条例の一部改正について 原案可決 退 ● ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 寒川町立公民館条例の一部改正について 原案可決 ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 寒川総合図書館条例の一部改正について 原案可決 ○ ● ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39 寒川町立文化福祉会館条例の一部改正について 原案可決 ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

40 平成28年度寒川町一般会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見書
第３号 神奈川県最低賃金改定等に関する意見書の提出について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情
第６号 所得税法第56条廃止の意見書を国に提出することを求める陳情 不採択 ● ● ○ ○ ○ ● ● - ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

陳情
第８号 神奈川県最低賃金改定等に関する陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出
議案第1号 議案第37号　寒川町立公民館条例の一部改正についてに対する附帯決議 原案可決 ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出
議案第2号 議案第39号　寒川町立文化福祉会館条例の一部改正についてに対する附帯決議 原案可決 ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出
議案第3号 議案第38号　寒川総合図書館条例の一部改正についてに対する附帯決議 原案可決 ○ ● ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

湘風クラブ

議案
番号 審議結果<6月会議>

フォーラム志 日本共産党 公明党 民社クラブ

○：賛成  ●：反対  退：退席 （黒沢議長は、表決には加わりません。中川議員は、会派に属さない議員です） 

さむかわ議会だより第179号（平成28年8月1日発行）14ページに掲載しました、審議結果〈6月会議〉の記事
中、岸本優議員の賛否を掲載していない誤りがありました。
 正しくは次のとおりです。おわびして、訂正いたします。

さむかわ議会だより第179号　おわびと訂正

議案
番号 件　名

会派名 フォーラム
志 日本共産党 公明党 民社

クラブ 湘風クラブ

議
決
結
果

佐
藤
　
正
憲

柳
下
　
雅
子

細
川
　
京
三

山
田
　
政
博

喜
多
村
　
出

太
田
真
奈
美

関
口
　
光
男

黒
沢
　
善
行

吉
田
　
悟
朗

佐
藤
　
一
夫

早
乙
女
　
昭

小
栗
　
裕
治

斎
藤
　
恒
雄

杉
㟢
　
隆
之

岸
本
　
　
優

横
手
　
　
晃

藤
沢
喜
代
治

中
川
登
志
男

41 救助工作車II型製造物請負契約の締結
について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42 聖天橋上部製作工事請負契約の締結
について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
番号 件　名

会派名 フォーラム
志 日本共産党 公明党 民社

クラブ 湘風クラブ

議
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結
果
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43 教育委員会教育長の任命について 同意 賛成：17票　　　反対：0票

44 教育委員会委員の任命について 同意 賛成：17票　　　反対：0票

45 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求める
ことについて 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46 寒川町公の施設の指定管理者の指定の
手続等に関する条例の一部改正について 原案可決 ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

47 住居表示を実施すべき市街地の区域及び
当該区域内の住居表示の方法について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

48 平成28年度寒川町一般会計補正予算（第2号） 原案可決 ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

49 平成28年度寒川町国民健康保険事業
特別会計補正予算（第1号） 原案可決 ○ ○ ◯ ◯ ◯ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

50 平成28年度寒川町国民健康保険事業
特別会計補正予算(第2号） 原案可決 ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51 平成28年度寒川町後期高齢者医療事
業特別会計補正予算（第1号） 原案可決 ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52 平成28年度寒川町介護保険事業特別
会計補正予算（第1号） 原案可決 ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53 平成28年度寒川町下水道事業特別会
計補正予算（第1号） 原案可決 ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

54 平成27年度寒川町一般会計歳入歳出
決算の認定について 認　定 ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

55 平成27年度寒川町国民健康保険事業
特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定 ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

56 平成27年度寒川町後期高齢者医療事
業特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定 ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

57 平成27年度寒川町介護保険事業特別会計
歳入歳出決算の認定について 認　定 ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

58
平成27年度寒川町(仮称)健康福祉総合
センター用地取得事業特別会計歳入歳出
決算の認定について

認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

59 平成27年度寒川町下水道事業特別会
計決算の認定について 認　定 ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

委員会
第1号 寒川町議会会議規則の一部改正について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：賛成　　●：反対　	 （黒沢議長は、表決には加わりません。中川議員は、会派に属さない議員です。）

平成28年第1回定例会７月会議　審議結果

平成28年第1回定例会９月会議　審議結果
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議会を傍聴しませんか

　傍聴はどなたでもできます。当日受付をしてください。
　寒川町議会のホームページでも、会議の日程や議会
の傍聴案内、請願や陳情の手続き、議員名簿等が閲覧
できます。
　ご不明な点については、議会事務局へお問い合わせ
ください。

議会事務局　総務担当
TEL0467-74-1111　内線341・342

　寒川駅は大正10年（1921）９月に開業しました。相模川の砂利輸送を主な目的に相模鉄道㈱が設置した
もので、当初は茅ヶ崎－寒川間のみでしたが、昭和６年（1931）に橋本まで全線開通しました。開業時の
駅舎は木造平屋建てで、関東大震災も第２次世界大戦も乗り越え、64年ものあいだ使われ続けてきました
が、昭和60年（1985）９月、現在の橋上駅舎の落成とともに、その歴史に幕を下ろすことになりました。
　この絵は町制施行50周年を機に描かれた「昔日寒川十五景」の一枚です。昭和50年代の写真をもとに制
作したもので、平成４年版の寒川ふるさとカレンダーに収録されています。

「旧寒川駅舎」 （田口雅巳 画）

　寒川町議会では、議会活動や議会の審議状況を町民の皆さまに広く情報発信していくため、9月会議の
決算特別委員会最終日に行われた総括質疑の模様をダイジェスト版でJ:COMチャンネル神奈川で録画放
送します。ぜひ、ご覧ください！！

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

10：00
21：00

10：00
19：00

10：00
21：00

11：00
20：00

20 21 22 23 24 25 26

  7：30
19：00

■放送スケジュール（各放送時間　54分）　J:COMチャンネル神奈川 (地上デジタル 11ch)

［11月］

●上記時間は、放送開始時間です

決算特別委員会の総括質疑をダイジェスト版で放送します

表紙解説

12月会議日程

平成29年第1回定例会 1月会議日程
日時：平成29年1月4日（水）午前10時
内容：定例会の会期決定等

AM9：00開会　（会議の日程等は変更になる場合があります）
※12/8（木）東海道新幹線新駅対策特別委員会はPM1：15開会
※12/15（木）本会議はAM10：00開会
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寒川駅周辺整備
対策特別委員会
東海道新幹線新駅
対策特別委員会

本会議
（議案上程等）

本会議
（委員会報告等）

12月会議日程

平成29年第1回定例会 1月会議日程
日時：平成29年1月4日（水）午前10時
内容：定例会の会期決定等

AM9：00開会　（会議の日程等は変更になる場合があります）
※12/8（木）東海道新幹線新駅対策特別委員会はPM1：15開会
※12/15（木）本会議はAM10：00開会
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